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(57)【要約】
　方法および装置は、調整されかつ協調的なセクタ化さ
れた送信をサポートするために使用され得る。セクタ化
された送信のための電力制御およびクリアチャネル評価
（clear channel assessment）が、セクタ化されたビー
コンおよび関連付けられた手順と共に使用され得る。ネ
ットワークにおける送信は、第１のアクセスポイント（
ＡＰ）が、全方向性送信、および、ビームフォーミング
またはセクタ化された送信を、局（ＳＴＡ）に送信する
こと、重複基本サービスセット（overlapping basic se
rvice set：ＯＢＳＳ）が、全方向性送信に基づいて、
空間的に直交した（spatially orthogonal：ＳＯ）条件
を確認すること、および、第２のＡＰが、全方向性送信
を監視し、ＳＯ条件を確認することによって保護され得
る。ＳＴＡは、データが送信に利用可能であることを示
す送信要求（request-to-send：ＲＴＳ）フレームを受
信し、複数のＡＰ受信のための能力を示す協調的なセク
タ化された（cooperative sectorized：ＣＳ）送信可（
clear-to-send：ＣＴＳ）フレームを送信するように構
成され得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信において、協調されたセクタ化された送信を実行するための方法であって、
　第１の局（ＳＴＡ）で第１のアクセスポイント（ＡＰ）から第１のヌルデータパケット
アナウンスメント（ＮＤＰＡ）フレームを第１の複数のセクタを使用して受信するステッ
プと、
　前記第１のＳＴＡで第２のＡＰから第２のＮＤＰＡフレームを第２の複数のセクタを使
用して受信するステップと、
　第１のヌルデータパケット（ＮＤＰ）フレームを前記第１のＡＰから受信するステップ
と、
　第２のＮＤＰフレームを前記第２のＡＰから受信するステップと、
　前記第２のＮＤＰフレームに基づいて、第２のＳＴＡから前記第２のＡＰへいく第１の
フィードバックパケットを受信するステップであって、前記フィードバックパケットは、
前記第２のＳＴＡと通信するためのセクタを示す、ステップと、
　第２のフィードバックパケットを前記第１のＡＰへ送信するステップであって、前記第
２のフィードバックパケットは、前記第１のＳＴＡと通信するためのセクタを示し、前記
第１のＳＴＡと通信するための前記セクタは、前記第２のＳＴＡと通信するための前記セ
クタと互換性がある、ステップと、
　前記第１のＳＴＡと通信するための前記示されたセクタを介して前記第１のＡＰからデ
ータを受信するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記第１のＮＤＰフレームおよび前記第２のＮＤＰフレームは、それぞれ、前記第１の
ＮＤＰＡフレームおよび前記第２のＮＤＰＡフレームからのショートフレーム間隔（ＳＩ
ＦＳ）期間の後に、受信されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のＮＤＰフレームおよび前記第２のＮＤＰフレームは、送信セクタ化を推定す
るために使用されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のＮＤＰフレームおよび前記第２のＮＤＰフレームは、前記第１のＡＰと前記
第２のＳＴＡとの間の空間的直交性を推定するために、前記第２のＳＴＡによって使用可
能であることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のフィードバックパケットは、前記第２のＡＰからのセクタを示すことを特徴
とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第２のフィードバックパケットは、望まれていないセクタを示すことを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第２のフィードバックパケットは、前記第１のＡＰのための変調および符号化方式
（ＭＣＳ）を示すことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第２のフィードバックパケットは、前記第１のＡＰのための送信電力を示すことを
特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のＡＰからセクタ化確認信号を受信するステップ
　をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　無線通信において、協調されたセクタ化された送信を実行するための局（ＳＴＡ）であ
って、
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　第１のアクセスポイント（ＡＰ）から第１のヌルデータパケットアナウンスメント（Ｎ
ＤＰＡ）フレームを第１の複数のセクタを使用して受信し、
　第２のＡＰから第２のＮＤＰＡフレームを第２の複数のセクタを使用して受信し、
　第１のヌルデータパケット（ＮＤＰ）フレームを前記第１のＡＰから受信し、
　第２のＮＤＰフレームを前記第２のＡＰから受信し、
　前記第２のＮＤＰフレームに基づいて、第２のＳＴＡから前記第２のＡＰへいく第１の
フィードバックパケットを受信し、前記フィードバックパケットは、前記第２のＳＴＡと
通信するためのセクタを示す
　ように構成された受信機と、
　第２のフィードバックパケットを前記第１のＡＰへ送信し、前記第２のフィードバック
パケットは、前記ＳＴＡと通信するためのセクタを示し、前記ＳＴＡと通信するための前
記セクタは、前記第２のＳＴＡと通信するための前記セクタと互換性がある
　ように構成された送信機と、を備え、
　前記受信機は、前記ＳＴＡと通信するための前記示されたセクタを介して前記第１のＡ
Ｐからデータを受信するようにさらに構成される
　ことを特徴とするＳＴＡ。
【請求項１１】
　前記受信機は、前記第１のＮＤＰフレームおよび前記第２のＮＤＰフレームを、それぞ
れ、前記第１のＮＤＰＡフレームおよび前記第２のＮＤＰＡフレームからのショートフレ
ーム間隔（ＳＩＦＳ）期間の後に、受信するように構成されることを特徴とする請求項１
０に記載のＳＴＡ。
【請求項１２】
　前記第１のＮＤＰフレームおよび前記第２のＮＤＰフレームに基づいて、送信セクタ化
を推定するように構成されるプロセッサをさらに備えることを特徴とする請求項１０に記
載のＳＴＡ。
【請求項１３】
　前記第１のフィードバックパケットは、前記第２のＡＰからのセクタを示すことを特徴
とする請求項１０に記載のＳＴＡ。
【請求項１４】
　前記第２のフィードバックパケットは、望まれていないセクタを示すことを特徴とする
請求項１０に記載のＳＴＡ。
【請求項１５】
　前記第２のフィードバックパケットは、前記第１のＡＰのための変調および符号化方式
（ＭＣＳ）を示すことを特徴とする請求項１０に記載のＳＴＡ。
【請求項１６】
　前記第２のフィードバックパケットは、前記第１のＡＰのための送信電力を示すことを
特徴とする請求項１０に記載のＳＴＡ。
【請求項１７】
　前記受信機は、前記第１のＡＰからセクタ化確認信号を受信するようにさらに構成され
ることを特徴とする請求項１０に記載のＳＴＡ。
【請求項１８】
　協力的なセクタ化された送信のためのトレーニングおよびフィードバックを提供する方
法であって、
　プローブ要求を局（ＳＴＡ）から送信するステップと、
　プローブ応答を第１のアクセスポイント（ＡＰ）および第２のＡＰの各々から受信する
ステップであって、前記受信されたプローブ応答の各々は、複数のＡＰ関連付け機能およ
び協力的なセクタ化機能を示す、ステップと、
　前記ＳＴＡから、関連付け要求を前記第１のＡＰおよび前記第２のＡＰへ送信するステ
ップであって、前記関連付け要求は、前記ＳＴＡの前記複数のＡＰ関連付け機能および協
力的なセクタ化機能を示す機能フレームと集約される、ステップと
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　を含むことを特徴とする方法。
【請求項１９】
　前記第１のＡＰはプライマリＡＰとして設定され、および、前記第２のＡはセカンダリ
ＡＰとして設定されることを特徴とする請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記ＳＴＡのためのデータは、分配システム（ＤＳ）を介して、または、前記第１のＡ
Ｐと前記第２のＡＰとの間の直接リンクによって、受信されることを特徴とする請求項１
９に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
（関連出願の相互参照）
　本出願は、参照によりその内容が本明細書に組み込まれている、２０１３年７月１１日
に出願された米国特許仮出願第６１／８４５，０５６号明細書の利益を主張する。
【発明の概要】
【０００３】
　方法および装置は、調整されかつ協調的なセクタ化された送信をサポートするために使
用され得る。電力制御およびクリアチャネル評価（clear channel assessment）が、セク
タ化されたビーコンおよび関連付けられた手順と共に、セクタ化された送信のために使用
され得る。ネットワークにおける送信は、第１のアクセスポイント（ＡＰ）が、全方向性
送信、および、ビームフォーミングまたはセクタ化された送信を、局（ＳＴＡ）に送信す
ること、重複基本サービスセット（overlapping basic service set：ＯＢＳＳ）が、全
方向性送信に基づいて、空間的に直交した（spatially orthogonal：ＳＯ）条件を確認す
ること、および、第２のＡＰが、全方向性送信を監視し、ＳＯ条件を確認することによっ
て保護され得る。ＳＴＡは、データが送信に利用可能であることを示す送信要求（reques
t-to-send：ＲＴＳ）フレームを受信し、複数のＡＰ受信のための能力を示す協調的なセ
クタ化された（cooperative sectorized：ＣＳ）送信可（clear-to-send：ＣＴＳ）フレ
ームを送信するように構成され得る。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
　より詳細な理解は、添付の図面と併せて例として与えられる以下の説明から得られてよ
い。
【図１Ａ】１または複数の開示される実施形態が実装され得る、例示的な通信システムを
示す図である。
【図１Ｂ】図１Ａに示された通信システム内で使用され得る、例示的なワイヤレス送信／
受信ユニット（ＷＴＲＵ）を示す図である。
【図１Ｃ】図１Ａに示された通信システム内で使用され得る、例示的な無線アクセスネッ
トワークおよび例示的なコアネットワークを示す図である。
【図２】隠されたノード軽減（hidden node mitigation）のために使用されるＩＥＥＥ８
０２．１１ａｈにおける例示的なタイプ０セクタ化の図である。
【図３】ＡＰがオムニプリアンブル（omni-preamble）を使用して、セクタ化されたビー
ム送信のためのＴＸＯＰ保護をセットアップし得る、例示的な空間的に直交した（ＳＯ）
条件１の図である。
【図４】例示的なＳＯ条件２の図である。
【図５Ａ】例示的なＳＯ条件３の図である。
【図５Ｂ】例示的なＳＯ条件３の図である。
【図６Ａ】例示的なＳＯ条件４の図である。
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【図６Ｂ】例示的なＳＯ条件４の図である。
【図７】ＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆ（clear-to-send(CTS)-to-self）パケットを送信するこ
とによってＳＯ検出を容易にする例の図である。
【図８】周期的セクタトレーニング方法の例８００の図である。
【図９】例示的な調整されたセクタ化された送信の図である。
【図１０】全方向性送信で使用され得る複数のセクタを使用する例示的なＮＤＰＡフレー
ムの図である。
【図１１】全方向性送信で使用され得る複数のセクタを使用する例示的なＮＤＰフレーム
の図である。
【図１２】１次ＳＴＡからの例示的なフィードバックパケットの図である。
【図１３】２次ＳＴＡからの例示的なフィードバックパケットの図である。
【図１４】例示的な代替的な調整されたセクタ化された送信の図である。
【図１５】例示的なサウンディングフレームパケット（sounding frame packet）の図で
ある。
【図１６】ＳＯ条件が確認される場合のアクセスポイント（ＡＰ）とＳＴＡとの間の例示
的なＳＯ送信の図である。
【図１７】例示的な協調的なセクタ化された（cooperative sectorized：ＣＳ）送信の図
である。
【図１８】例示的なＳＴＡにより要求される（STA-requested）マルチＡＰトレーニング
およびフィードバック手順の図である。
【図１９】例示的なＡＰに向けられる（AP-directed）単一ＡＰトレーニングおよびフィ
ードバック手順の図である。
【図２０】例示的なＳＴＡにより開始される（STA initiated）ＣＳ送信の図である。
【図２１】ＡＰがその送信電力を設定するように構成されてＳＴＡが干渉されないことを
確実にすることができる、例示的な手順の図である。
【図２２】例示的なセクタ化されたクリアチャネル評価（ＣＣＡ）および全方向性ＣＣＡ
の図である。
【図２３】例示的な測定要求応答フィールドの図である。
【図２４】例示的なＳＴＡ統計要求応答フィールドの図である。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　図１Ａは、１または複数の開示される実施形態が実装され得る、例示的な通信システム
１００を示す。通信システム１００は、音声、データ、ビデオ、メッセージング、および
放送などのコンテンツを複数のワイヤレスユーザに提供する、多重アクセスシステムであ
り得る。通信システム１００は、ワイヤレス帯域幅を含むシステムリソースの共有を通し
て、複数のワイヤレスユーザがそのようなコンテンツにアクセスすることを可能にするこ
とができる。たとえば、通信システム１００は、符号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）、時
分割多重アクセス（ＴＤＭＡ）、周波数分割多重アクセス（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（
ＯＦＤＭＡ）、およびシングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）など、１または複数
のチャネルアクセス方法を採用することができる。
【０００６】
　図１Ａに示されるように、通信システム１００は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０
２ｃ、１０２ｄ、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１０４、コアネットワーク１０６
、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）１０８、インターネット１１０、および他のネットワーク
１１２を含むことができるが、開示される実施形態が任意の数のＷＴＲＵ、基地局、ネッ
トワーク、および／またはネットワーク要素を企図することは理解されよう。ＷＴＲＵ１
０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのそれぞれは、ワイヤレス環境内で動作および／
または通信するように構成された任意のタイプのデバイスであってよい。例として、ＷＴ
ＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、ワイヤレス信号を送信および／または
受信するように構成されてよく、ユーザ機器（ＵＥ）、局（ＳＴＡ）、移動局、固定また
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はモバイル加入者ユニット、ページャ、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、スマートフ
ォン、ラップトップ、ネットブック、パーソナルコンピュータ、ワイヤレスセンサ、およ
び家庭用電化製品などを含み得る。
【０００７】
　通信システム１００はまた、基地局１１４ａおよび基地局１１４ｂを含むことができる
。基地局１１４ａ、１１４ｂのそれぞれは、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１
０２ｄのうちの少なくとも１つとワイヤレスでインターフェースして、コアネットワーク
１０６、インターネット１１０、および／または他のネットワーク１１２のような１また
は複数の通信ネットワークへのアクセスを容易にするように構成された、任意のタイプの
デバイスとすることができる。例として、基地局１１４ａ、１１４ｂは、トランシーバ基
地局（ＢＴＳ）、ＮｏｄｅＢ、進化型ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）、ホームＮｏｄｅＢ（ＨＮＢ
）、ホームｅＮｏｄｅＢ（ＨｅＮＢ）、サイトコントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）
、およびワイヤレスルータなどであってよい。基地局１１４ａ、１１４ｂはそれぞれ単一
の要素として示されているが、基地局１１４ａ、１１４ｂが任意の数の相互接続された基
地局および／またはネットワーク要素を含んでもよいことは理解されよう。
【０００８】
　基地局１１４ａは、ＲＡＮ１０４の部分であってもよく、ＲＡＮ１０４は、基地局コン
トローラ（ＢＳＣ）、ワイヤレスネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、およびリレーノ
ードなど、他の基地局および／またはネットワーク要素（図示せず）を含んでもよい。基
地局１１４ａおよび／または基地局１１４ｂは、セル（図示せず）と呼ばれることがある
特定の地理的領域内で、ワイヤレス信号を送信および／または受信するように構成され得
る。セルは、セルセクタにさらに分割され得る。たとえば、基地局１１４ａに関連付けら
れたセルが３つのセクタに分割されてもよい。したがって、一実施形態では、基地局１１
４ａが、３つのトランシーバ、すなわち、セルのセクタごとに１つを含むことができる。
別の実施形態では、基地局１１４ａが多入力多出力（ＭＩＭＯ）技術を採用することがで
き、したがって、セルのセクタごとに複数のトランシーバを利用することができる。
【０００９】
　基地局１１４ａ、１１４ｂは、エアインターフェース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ
、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの１または複数と通信することができ、エアイン
ターフェース１１６は、任意の適切なワイヤレス通信リンク（たとえば、無線周波数（Ｒ
Ｆ）、マイクロ波、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、および可視光線など）であってよ
い。エアインターフェース１１６は、任意の適切な無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用し
て確立され得る。
【００１０】
　より詳細には、上述されたように、通信システム１００は、多重アクセスシステムであ
ってよく、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、およびＳＣ－ＦＤＭＡなど、１
または複数のチャネルアクセス方式を採用することができる。たとえば、ＲＡＮ１０４に
おける基地局１１４ａ、およびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、ユニバーサル
移動通信システム（ＵＭＴＳ）地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）などの無線技術を実装する
ことができ、それは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））を使用してエアインタ
ーフェース１１６を確立することができる。ＷＣＤＭＡは、高速パケットアクセス（ＨＳ
ＰＡ）および／または進化型ＨＳＰＡ（ＨＳＰＡ＋）などの通信プロトコルを含み得る。
ＨＳＰＡは、高速ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）および／または高速アッ
プリンクパケットアクセス（ＨＳＵＰＡ）を含み得る。
【００１１】
　別の実施形態では、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、
進化型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）などの無線技術を実装することができ、それは、ロング
タームエボリューション（ＬＴＥ）および／またはＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）を
使用してエアインターフェース１１６を確立することができる。
【００１２】
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　他の実施形態では、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、
ＩＥＥＥ８０２．１６（すなわち、マイクロ波アクセス用世界的相互運用（Worldwide In
teroperability for Microwave Access：ＷｉＭＡＸ））、ＣＤＭＡ２０００、ＣＤＭＡ
２０００　１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００進化データ最適化（evolution-data optimized：ＥＶ
－ＤＯ）、暫定標準（Interim Standard）２０００（ＩＳ－２０００）、暫定標準９５（
ＩＳ－９５）、暫定標準８５６（ＩＳ－８５６）、移動通信用グローバルシステム（glob
al system for mobile communications：ＧＳＭ（登録商標））、ＧＳＭ進化用拡張され
たデータレート（Enhanced Data rates for GSM Evolution：ＥＤＧＥ）、およびＧＳＭ
／ＥＤＧＥ　ＲＡＮ（ＧＥＲＡＮ）などの無線技術を実装してもよい。
【００１３】
　図１Ａにおける基地局１１４ｂは、たとえば、ワイヤレスルータ、ＨＮＢ、ＨｅＮＢ、
またはＡＰであってよく、職場、家庭、車両、およびキャンパスなどの局所化されたエリ
ア内のワイヤレス接続性を容易にするための任意の適切なＲＡＴを利用することができる
。一実施形態では、基地局１１４ｂ、およびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、ＩＥＥＥ８
０２．１１などの無線技術を実装して、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡ
Ｎ）を確立することができる。別の実施形態では、基地局１１４ｂ、およびＷＴＲＵ１０
２ｃ、１０２ｄは、ＩＥＥＥ８０２．１５などの無線技術を実装して、ワイヤレスパーソ
ナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）を確立することができる。さらに別の実施形態では
、基地局１１４ｂ、およびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、セルラベースのＲＡＴ（たと
えば、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００、ＧＳＭ、ＬＴＥ、およびＬＴＥ－Ａなど）を利用
して、ピコセルまたはフェムトセルを確立することができる。図１Ａに示されるように、
基地局１１４ｂは、インターネット１１０への直接接続を有することができる。したがっ
て、基地局１１４ｂは、コアネットワーク１０６を介してインターネット１１０にアクセ
スすることを必要とされなくてよい。
【００１４】
　ＲＡＮ１０４は、コアネットワーク１０６と通信することができ、コアネットワーク１
０６は、音声、データ、アプリケーション、および／またはボイスオーバーインターネッ
トプロトコル（ＶｏＩＰ）サービスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄ
のうちの１または複数に提供するように構成された、任意のタイプのネットワークであっ
てよい。たとえば、コアネットワーク１０６は、呼制御、課金サービス、モバイル位置ベ
ースのサービス、プリペイド通話、インターネット接続性、およびビデオ配信などを提供
し、ならびに／またはユーザ認証などの高レベルセキュリティ機能を実行してもよい。図
１Ａに示されていないが、ＲＡＮ１０４および／またはコアネットワーク１０６は、ＲＡ
Ｎ１０４と同じまたは異なるＲＡＴを採用する他のＲＡＮと、直接的または間接的に通信
してもよいことは理解されよう。たとえば、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を利用中であり得るＲ
ＡＮ１０４に接続されることに加えて、コアネットワーク１０６は、ＧＳＭ無線技術を採
用する別のＲＡＮ（図示せず）と通信してもよい。
【００１５】
　コアネットワーク１０６はまた、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄが
ＰＳＴＮ１０８、インターネット１１０、および／または他のネットワーク１１２にアク
セスするためのゲートウェイとして機能することもできる。ＰＳＴＮ１０８は、基本電話
サービス（ＰＯＴＳ）を提供する回線交換電話網を含むことができる。インターネット１
１０は、ＴＣＰ／ＩＰスイートにおける伝送制御プロトコル（ＴＣＰ）、ユーザデータグ
ラムプロトコル（ＵＤＰ）、およびインターネットプロトコル（ＩＰ）など共通の通信プ
ロトコルを使用する、相互接続されたコンピュータネットワークおよびデバイスのグロー
バルなシステムを含むことができる。ネットワーク１１２は、他のサービスプロバイダに
よって所有および／または運用される有線またはワイヤレス通信ネットワークを含むこと
ができる。たとえば、ネットワーク１１２は、１または複数のＲＡＮに接続された別のコ
アネットワークを含むことができ、１または複数のＲＡＮは、ＲＡＮ１０４と同じまたは
異なるＲＡＴを採用することができる。
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【００１６】
　通信システム１００におけるＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの一部
または全部は、マルチモード機能を含むことができ、すなわち、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０
２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、異なるワイヤレスリンクを介して異なるワイヤレスネット
ワークと通信するための複数のトランシーバを含むことができる。たとえば、図１Ａに示
されるＷＴＲＵ１０２ｃは、セルラベースの無線技術を採用できる基地局１１４ａ、およ
びＩＥＥＥ８０２無線技術を採用できる基地局１１４ｂと通信するように構成され得る。
【００１７】
　図１Ｂは、図１Ａに示された通信システム１００内で使用され得る例示的なＷＴＲＵ１
０２を示す。図１Ｂに示されるように、ＷＴＲＵ１０２は、プロセッサ１１８、トランシ
ーバ１２０、送信／受信要素（たとえばアンテナ）１２２、スピーカ／マイクロフォン１
２４、キーパッド１２６、ディスプレイ／タッチパッド１２８、着脱不能メモリ１３０、
着脱可能メモリ１３２、電源１３４、全地球測位システム（ＧＰＳ）チップセット１３６
、および周辺機器１３８を含むことができる。ＷＴＲＵ１０２は、実施形態との整合性を
維持しながら、上述の要素の任意の部分組合せを含むことができることは理解されよう。
【００１８】
　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来のプロセッサ、デジタル
シグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、マイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと関連する１または複
数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路
（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回路、集積回路（Ｉ
Ｃ）、および状態機械などであり得る。プロセッサ１１８は、信号符号化、データ処理、
電力制御、入力／出力処理、および／またはＷＴＲＵ１０２がワイヤレス環境で動作する
ことを可能にする任意の他の機能性を実行することができる。プロセッサ１１８はトラン
シーバ１２０に結合されてよく、トランシーバ１２０は送信／受信要素１２２に結合され
てよい。図１Ｂは、プロセッサ１１８およびトランシーバ１２０を別個の構成要素として
示しているが、プロセッサ１１８およびトランシーバ１２０は、電子パッケージまたはチ
ップに一緒に統合されてもよいことは理解されよう。
【００１９】
　送信／受信要素１２２は、エアインターフェース１１６を介して、基地局（たとえば基
地局１１４ａ）へ信号を送信し、または基地局から信号を受信するように構成され得る。
たとえば、一実施形態では、送信／受信要素１２２は、ＲＦ信号を送信および／または受
信するように構成されたアンテナであり得る。別の実施形態では、送信／受信要素１２２
は、たとえば、ＩＲ、ＵＶ、または可視光信号を送信および／または受信するように構成
されたエミッタ／ディテクタであり得る。さらに別の実施形態では、送信／受信要素１２
２は、ＲＦ信号と光信号の両方を送信および受信するように構成され得る。送信／受信要
素１２２は、任意の組合せのワイヤレス信号を送信および／または受信するように構成さ
れ得る。
【００２０】
　また、送信／受信要素１２２は図１Ｂでは単一の要素として示されているが、ＷＴＲＵ
１０２は任意の数の送信／受信要素１２２を含んでよい。より詳細には、ＷＴＲＵ１０２
はＭＩＭＯ技術を採用してもよい。したがって、一実施形態では、ＷＴＲＵ１０２は、エ
アインターフェース１１６を介してワイヤレス信号を送信および受信するための２つ以上
の送信／受信要素１２２（たとえば、複数のアンテナ）を含んでもよい。
【００２１】
　トランシーバ１２０は、送信／受信要素１２２によって送信されることになる信号を変
調し、また送信／受信要素１２２によって受信される信号を復調するように構成されても
よい。上述されたように、ＷＴＲＵ１０２はマルチモード機能を有することができる。し
たがって、トランシーバ１２０は、たとえばＵＴＲＡおよびＩＥＥＥ８０２．１１などの
複数のＲＡＴを介してＷＴＲＵ１０２が通信することを可能にするための、複数のトラン
シーバを含み得る。
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【００２２】
　ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ１１８は、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド
１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（たとえば、液晶ディスプレ
イ（ＬＣＤ）ディスプレイユニット、もしくは有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプ
レイユニット）に結合されてよく、それらからユーザ入力データを受信することができる
。プロセッサ１１８はまた、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド１２６、およ
び／またはディスプレイ／タッチパッド１２８に、ユーザデータを出力することができる
。加えて、プロセッサ１１８は、着脱不能メモリ１３０および／または着脱可能メモリ１
３２など任意のタイプの適切なメモリの情報にアクセスし、またそれらのメモリにデータ
を記憶することができる。着脱不能メモリ１３０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）
、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、ハードディスク、または任意の他のタイプのメモリ記
憶デバイスを含み得る。着脱可能メモリ１３２は、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）カー
ド、メモリスティック、およびセキュアデジタル（ＳＤ）メモリカードなどを含み得る。
他の実施形態では、プロセッサ１１８は、サーバまたはホームコンピュータ（図示せず）
上のようなＷＴＲＵ１０２上に物理的に配置されていないメモリの情報にアクセスし、ま
たそのメモリにデータを記憶することができる。
【００２３】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受信することができ、ＷＴＲＵ１０２にお
ける他の構成要素への電力を分配および／または制御するように構成され得る。電源１３
４は、ＷＴＲＵ１０２に電力供給するための任意の適切なデバイスとすることができる。
たとえば、電源１３４は、１または複数の乾電池（たとえば、ニッケルカドミウム（Ｎｉ
Ｃｄ）、ニッケル亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル水素（ＮｉＭＨ）、およびリチウムイオン
（Ｌｉ－ｉｏｎ）など）、太陽電池、ならび燃料電池などを含み得る。
【００２４】
　プロセッサ１１８はまた、ＧＰＳチップセット１３６に結合されてよく、ＧＰＳチップ
セット１３６は、ＷＴＲＵ１０２の現在の位置に関する位置情報（たとえば、経度および
緯度）を提供するように構成されてよい。ＧＰＳチップセット１３６からの情報に加えて
、またはその代わりに、ＷＴＲＵ１０２は、エアインターフェース１１６を介して基地局
（たとえば、基地局１１４ａ、１１４ｂ）から位置情報を受信する、および／または、２
つ以上の近くの基地局から信号が受信されるタイミングに基づいて、その位置を決定する
ことができる。ＷＴＲＵ１０２は、実施形態との整合性を維持しながら、任意の適切な位
置決定方法によって位置情報を取得することができる。
【００２５】
　プロセッサ１１８は、他の周辺機器１３８にさらに結合されてよく、それらは、追加の
特徴、機能性、および／または有線もしくはワイヤレス接続性を提供する１または複数の
ソフトウェアおよび／またはハードウェアモジュールを含み得る。たとえば、周辺機器１
３８は、加速度計、電子コンパス、衛星トランシーバ、（写真またはビデオ用）デジタル
カメラ、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート、振動デバイス、テレビトランシー
バ、ハンズフリーヘッドセット、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール、周波数変
調（ＦＭ）無線ユニット、デジタル音楽プレーヤ、メディアプレーヤ、ビデオゲームプレ
ーヤモジュール、およびインターネットブラウザなどを含み得る。
【００２６】
　図１Ｃは、図１Ａに示された通信システム１００内で使用され得る、例示的なＲＡＮ１
０４および例示的なコアネットワーク１０６を示す。上述されたように、ＲＡＮ１０４は
、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を採用してエアインターフェース１１６を介してＷＴＲＵ１０２
ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信することができる。
【００２７】
　ＲＡＮ１０４はｅＮｏｄｅＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを含むことができるが、Ｒ
ＡＮ１０４は、実施形態との整合性を維持しながら、任意の数のｅＮｏｄｅＢを含んでも
よいことは理解されよう。ｅＮｏｄｅＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、エアインター
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フェース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するための１また
は複数のトランシーバをそれぞれ含むことができる。一実施形態では、ｅＮｏｄｅＢ１４
０ａ、１４０ｂ、１４０ｃはＭＩＭＯ技術を実装することができる。したがって、ｅＮｏ
ｄｅＢ１４０ａは、たとえば、複数のアンテナを使用して、ＷＴＲＵ１０２ａへワイヤレ
ス信号を送信し、またＷＴＲＵ１０２ａからワイヤレス信号を受信することができる。
【００２８】
　ｅＮｏｄｅＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃのそれぞれは、特定のセル（図示せず）に
関連付けられてよく、ワイヤレスリソース管理決定、ハンドオーバ決定、ならびにアップ
リンクおよび／またはダウンリンクにおけるユーザのスケジューリングなどを処理するよ
うに構成され得る。図１Ｃに示されるように、ｅＮｏｄｅＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０
ｃは、Ｘ２インターフェースを介して互いに通信することができる。
【００２９】
　図１Ｃに示されるコアネットワーク１０６は、モビリティ管理ゲートウェイ（ＭＭＥ）
１４２、サービングゲートウェイ１４４、およびパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）
ゲートウェイ１４６を含むことができる。上述の要素のそれぞれはコアネットワーク１０
６の部分として示されているが、これらの要素のいずれもコアネットワークオペレータ以
外のエンティティによって所有および／または運用されてもよいことは理解されよう。
【００３０】
　ＭＭＥ１４２は、Ｓ１インターフェースを介して、ＲＡＮ１０４におけるｅＮｏｄｅＢ
１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃのそれぞれに接続されてよく、制御ノードとして機能する
ことができる。たとえば、ＭＭＥ１４２は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのユ
ーザを認証すること、ベアラアクティブ化／非アクティブ化、およびＷＴＲＵ１０２ａ、
１０２ｂ、１０２ｃの初期アタッチ中に特定のサービングゲートウェイを選択することな
どを担当することができる。ＭＭＥ１４２はまた、ＲＡＮ１０４と、ＧＳＭまたはＷＣＤ
ＭＡなど他の無線技術を採用する他のＲＡＮ（図示せず）との間の切り替えのための制御
プレーン機能を提供することができる。
【００３１】
　サービングゲートウェイ１４４は、Ｓ１インターフェースを介して、ＲＡＮ１０４にお
けるｅＮｏｄｅＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃのそれぞれに接続され得る。サービング
ゲートウェイ１４４は、一般に、ユーザデータパケットをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、
１０２ｃへ／からルーティングおよび転送することができる。サービングゲートウェイ１
４４はまた、ｅＮｏｄｅＢ間ハンドオーバ中にユーザプレーンをアンカリングすること、
ダウンリンクデータがＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに利用可能であるときにペ
ージングをトリガすること、ならびにＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのコンテキ
ストを管理および記憶することなど、他の機能を実行してもよい。
【００３２】
　サービングゲートウェイ１４４はまた、ＰＤＮゲートウェイ１４６に接続されてもよく
、ＰＤＮゲートウェイ１４６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに、インターネ
ット１１０などのパケット交換ネットワークへのアクセスを提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ
、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応デバイスとの間の通信を容易にすることができる。ワイ
ヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）１５５のアクセスルータ（ＡＲ）１５０
は、インターネット１１０と通信することができる。ＡＲ１５０は、ＡＰ１６０ａ、１６
０ｂ、および１６０ｃの間の通信を容易にすることができる。ＡＰ１６０ａ、１６０ｂ、
および１６０ｃは、ＳＴＡ１７０ａ、１７０ｂ、および１７０ｃと通信することができる
。
【００３３】
　コアネットワーク１０６は、他のネットワークとの通信を容易にすることができる。た
とえば、コアネットワーク１０６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに、ＰＳＴ
Ｎ１０８などの回線交換ネットワークへのアクセスを提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０
２ｂ、１０２ｃと従来の固定電話回線通信デバイスとの間の通信を容易にすることができ
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る。たとえば、コアネットワーク１０６は、コアネットワーク１０６とＰＳＴＮ１０８と
の間のインターフェースとして機能するＩＰゲートウェイ（たとえば、ＩＰマルチメディ
アサブシステム（ＩＭＳ）サーバ）を含むことができ、またはＩＰゲートウェイと通信す
ることができる。加えて、コアネットワーク１０６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１
０２ｃにネットワーク１１２へのアクセスを提供することができ、ネットワーク１１２は
、他のサービスプロバイダによって所有および／または運用される他の有線またはワイヤ
レスネットワークを含み得る。
【００３４】
　インフラストラクチャＢＳＳモードにおけるＷＬＡＮは、ＢＳＳのためのＡＰ、および
ＡＰに関連付けられた１または複数のＳＴＡを有することができる。ＡＰは、ＢＳＳ内お
よびＢＳＳ外へトラフィックを搬送する、ＤＳまたは別のタイプの有線／ワイヤレスネッ
トワークへのアクセスまたはインターフェースを有することができる。ＢＳＳ外部から生
じるＳＴＡへのトラフィックは、ＡＰを通して到着してよく、ＳＴＡへ送達されてよい。
ＳＴＡからＢＳＳ外部の宛先へ生じるトラフィックは、ＡＰへ送られて、それぞれの宛先
へ送達されてよい。ＢＳＳ内のＳＴＡ間のトラフィックもＡＰを通して送られてよく、送
信元ＳＴＡがトラフィックをＡＰへ送り、ＡＰがトラフィックを宛先ＳＴＡへ送達する。
ＢＳＳ内のＳＴＡ間のトラフィックは、ピアツーピアトラフィックと呼ばれることがあり
、それは、ＩＥＥＥ８０２．１１ｅ直接リンク設定（direct link setup：ＤＬＳ）また
はＩＥＥＥ８０２．１１ｚトンネル化されたＤＬＳ（tunneled DLS：ＴＳＬＳ）を使用し
てＤＬＳを用いて、送信元ＳＴＡと宛先ＳＴＡとの間で直接送られ得る。独立ＢＳＳ（In
dependent BSS：ＩＢＳＳ）モードを使用するＷＬＡＮは、ＡＰを有さず、および／また
は、ＳＴＡは互いに直接通信する。この通信のモードは、通信の「アドホック」モードと
呼ばれることがある。
【００３５】
　動作のＩＥＥＥ８０２．１１インフラストラクチャモードを使用して、ＡＰは、固定さ
れたチャネル、通常は１次チャネル上でビーコンを送信することができる。このチャネル
は、２０ＭＨｚ幅であってよく、ＢＳＳの動作チャネルとすることができる。このチャネ
ルはまた、ＳＴＡによって使用されてＡＰとの接続を確立することができる。ＩＥＥＥ８
０２．１１システムにおける基本チャネルアクセス機構は、キャリア検知多重アクセス／
衝突回避（ＣＳＭＡ／ＣＡ）である。この動作のモードでは、ＡＰを含むすべてのＳＴＡ
が１次チャネルを検知することができる。チャネルがビジーであると検出された場合、Ｓ
ＴＡはバックオフ（back off）することができる。したがって、１つのＳＴＡのみが、与
えられたＢＳＳにおいて任意の与えられた時間に送信することができる。
【００３６】
　ＩＥＥＥ８０２．１１ｎでは、高スループット（ＨＴ）ＳＴＡが、通信用に４０ＭＨｚ
幅チャネルを使用することもできる。これは、１次２０ＭＨｚチャネルを、隣接した２０
ＭＨｚチャネルと組み合わせて、４０ＭＨｚ幅の隣接チャネルを形成することによって達
成され得る。ＩＥＥＥ８０２．１１ｎは、２．４ＧＨｚおよび５ＧＨｚ産業科学医療（Ｉ
ＳＭ）バンド上で動作することができる。
【００３７】
　ＩＥＥＥ８０２．１１ａｃでは、超高スループット（ＶＨＴ）ＳＴＡが、２０ＭＨｚ、
４０ＭＨｚ、８０ＭＨｚ、および１６０ＭＨｚ幅チャネルをサポートすることができる。
４０ＭＨｚおよび８０ＭＨｚチャネルは、上述された８０２．１１ｎと同様に隣接２０Ｍ
Ｈｚチャネルを組み合わせることによって形成され得る。１６０ＭＨｚチャネルは、８個
の隣接２０ＭＨｚチャネルを組み合わせることによって、または２個の非隣接８０ＭＨｚ
チャネルを組み合わせることによって形成され得る。これは、８０＋８０構成と呼ばれる
ことがある。８０＋８０構成では、チャネル符号化後のデータが、それを２個のストリー
ムに分割するセグメントパーサ（segment parser）を通され得る。逆高速フーリエ変換（
ＩＦＦＴ）および時間領域処理が各ストリーム上で別個に行われ得る。次いで、ストリー
ムが２つのチャネル上にマッピングされてよく、データが送信されてよい。受信機におい



(12) JP 2016-526856 A 2016.9.5

10

20

30

40

50

て、この機構は逆にされてよく、組み合わせられたデータが媒体アクセス制御（ＭＡＣ）
レイヤに送られてよい。ＩＥＥＥ８０２．１１ａｃは、５ＧＨｚ　ＩＳＭバンド上で動作
することができる。
【００３８】
　動作のサブ１ＧＨｚモードは、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｆおよびＩＥＥＥ８０２．１１
ａｈによってサポートされてよく、それにより、チャネル動作帯域幅が、ＩＥＥＥ８０２
．１１ｎおよびＩＥＥＥ８０２．１１ａｃで使用されるものと比較して低減される。ＩＥ
ＥＥ８０２．１１ａｆは、テレビ（ＴＶ）ホワイトスペース（ＴＶＷＳ）スペクトル内で
５ＭＨｚ、１０ＭＨｚ、および２０ＭＨｚ帯域幅をサポートすることができ、ＩＥＥＥ８
０２．１１ａｈは、非ＴＶＷＳスペクトルを使用して１ＭＨｚ、２ＭＨｚ、４ＭＨｚ、８
ＭＨｚ、および１６ＭＨｚ帯域幅をサポートすることができる。ＩＥＥＥ８０２．１１ａ
ｈの可能な使用事例は、マクロカバーエリアにおいてマシンタイプ通信（machine type c
ommunication：ＭＴＣ）デバイスをサポートすることであり得る。ＭＴＣデバイスは、制
限された帯域幅のサポートのみを含む制限された機能を有することがあるが、非常に長い
バッテリー寿命の要件を含むことができる。
【００３９】
　ＩＥＥＥ８０２．１１ａｄでは、６０ＧＨｚにおける広帯域幅スペクトルが利用可能で
あり得るので、ＶＨＴ動作を可能にする。ＩＥＥＥ８０２．１１ａｄは、２ＧＨｚまでの
動作帯域幅をサポートすることができ、それにより、データレートが６Ｇｂｐｓにまで達
することができる。６０ＧＨｚにおける伝搬損失は、２．４ＧＨｚおよび５ＧＨｚ帯域に
おけるよりも大きくなり得る。したがって、８０２．１１ａｄにおいてビームフォーミン
グがカバレッジ範囲を拡張し得る。この帯域の受信機要件をサポートするために、ＩＥＥ
Ｅ８０２．１１ａｄ　ＭＡＣレイヤがいくつかのエリアで修正され得る。ＭＡＣに対する
１つの重大な修正は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｃには存在しない動作のオムニ（omni）モ
ードおよびビームフォーミングされたモードを含むチャネル推定トレーニングを可能にす
る手順を含み得る。
【００４０】
　ＩＥＥＥ８０２．１１ｎ、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｃ、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｆ、お
よびＩＥＥＥ８０２．１１ａｈなどの複数のチャネルおよびチャネル幅をサポートするＷ
ＬＡＮシステムは、１次チャネルとして指定されるチャネルを含むことができる。１次チ
ャネルは、ＢＳＳ内のすべてのＳＴＡによってサポートされる最大の共通動作帯域幅に等
しい帯域幅を有してよい。１次チャネルの帯域幅は、ＢＳＳにおいて動作するすべてのＳ
ＴＡのうちの、最小帯域幅動作モードをサポートすることができるＳＴＡによって制限さ
れ得る。ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈの例では、ＢＳＳにおけるＡＰおよび他のＳＴＡが２
ＭＨｚ、４ＭＨｚ、８ＭＨｚ、１６ＭＨｚ、または他のチャネル帯域幅動作モードをサポ
ートできる場合であっても、１ＭＨｚモードのみをサポートするＳＴＡ（たとえば、ＭＴ
Ｃタイプデバイス）が存在する場合、１次チャネルは、１ＭＨｚ幅であり得る。すべての
キャリアセンスおよびネットワーク割り当てベクトル（network allocation vector：Ｎ
ＡＶ）設定は、１次チャネルの状態に依存し得る。たとえば、１ＭＨｚ動作モードのみを
サポートするＳＴＡがＡＰへ送信しているために１次チャネルがビジーである場合、帯域
の大部分がアイドル状態で利用可能のままであるにもかかわらず、利用可能な周波数帯域
全体がビジーであると見なされ得る。
【００４１】
　米国では、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈによって使用され得る利用可能な周波数帯域は、
９０２ＭＨｚから９２８ＭＨｚ周波数帯域を含むことができる。韓国では、ＩＥＥＥ８０
２．１１ａｈによって使用され得る利用可能な周波数帯域は、９１７．５ＭＨｚから９２
３．５ＭＨｚ周波数帯域を含むことができる。日本では、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈによ
って使用され得る利用可能な周波数帯域は、９１６．５ＭＨｚから９２７．５ＭＨｚ周波
数帯域を含むことができる。ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈに利用可能な全帯域幅は、国コー
ドに応じて６ＭＨｚから２６ＭＨｚであり得る。したがって、利用可能な周波数帯域は国
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によって異なることがある。しかしながら、特定の周波数帯域の説明は、本明細書に説明
される手順および装置を限定することを意図されない。
【００４２】
　インフラストラクチャ基本サービスセット（ＢＳＳ）モードのワイヤレスローカルエリ
アネットワーク（ＷＬＡＮ）は、ＢＳＳのためのアクセスポイント（ＡＰ）、およびＡＰ
に関連付けられた１または複数の局（ＳＴＡ）を有することができる。ＡＰは、ＢＳＳ内
およびＢＳＳ外へトラフィックを搬送する、配信システム（distribution system：ＤＳ
）または別のタイプの有線／ワイヤレスネットワークへのアクセスまたはインターフェー
スを有することができる。ＢＳＳ外部から生じるＳＴＡへのトラフィックは、ＡＰを通し
て到着してよく、ＳＴＡへ送達されてよい。ＳＴＡからＢＳＳ外部の宛先へ生じるトラフ
ィックは、ＡＰへ送られて、それぞれの宛先へ送達されてよい。ＢＳＳ内のＳＴＡ間のト
ラフィックもＡＰを通して送られてよく、送信元ＳＴＡがトラフィックをＡＰへ送り、Ａ
Ｐがトラフィックを宛先ＳＴＡへ送達する。
【００４３】
　改善されたセルカバレッジおよび改善されたスペクトル効率を可能にするために、ＳＴ
Ａへの共同および調整された送信のためのＡＰ間の調整を考慮することが望ましいことが
ある。特に、各ＡＰが、異なるセクタをカバーするために複数のセクタ化されたアンテナ
を備えられている場合、複数のＡＰが、それ自体のグループのＳＴＡのそれぞれへ同時に
送信することを可能にすることが有益なことがある。複数のＡＰからの同時の送信は、基
礎となるワイヤレスネットワークのエリアスペクトル効率を改善することができる。
【００４４】
　複数の同時送信が受信機側で互いに干渉しないことを保証するために、注意深いシステ
ム設計が必要とされ得る。セクタ化されたアンテナを使用して複数のＡＰが互いに調整す
ることを可能にするための方法が実装され得る。
【００４５】
　ＷＬＡＮシステムにおけるセクタ化は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈおよびＩＥＥＥ８０
２．１１ａｄに従って実装され得る。ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈ　ＡＰは、セクタ化され
た送信を行うことができ、ＩＥＥＥ８０２．１１非ＡＰ（non-AP）は、全方向性（omni-d
irectional）送信を行うことができる。
【００４６】
　図２は、隠されたノード軽減のために使用されるＩＥＥＥ８０２．１１ａｈにおける例
示的なタイプ０セクタ化２００の図である。ＡＰは、複数のセクタ、たとえば、セクタ間
隔１　２１０、セクタ間隔２　２２０、およびセクタ間隔３　２３０に、空間を分割する
ことができ、時分割多重化（ＴＤＭ）手法を使用して一度に１つのセクタでのＳＴＡ送信
を可能にする。ＳＴＡは、それらのセクタに対応する時間間隔のみでデータを送信および
受信できるようにされ得る。たとえば、セクタ間隔１　２１０は、ビーコン送信セクタ１
　２４０およびアクセスＳＴＡセクタ１　２５０を含むことができ、セクタ間隔２　２２
０は、ビーコン送信セクタ２　２６０およびアクセス送信セクタＳＴＡ２　２７０を含む
ことができ、セクタ間隔３は、ビーコン送信セクタ３　２８０およびアクセス送信セクタ
ＳＴＡ３　２９０を含むことができる。時間間隔のうちのいくつかは、たとえば、ＢＳＳ
間隔２９５で、同時にすべてのセクタへチャネルアクセスをするために残されていてよい
。この例では、ＢＳＳ間隔２９５は、オムニ送信ビーコン２９７と、ＢＳＳにおけるすべ
てのＳＴＡにアクセスするのに割り当てられた部分２９９とを含むことができる。
【００４７】
　タイプ１セクタ化されたビーム動作では、ＡＰは、オムニ送信ビーム（オムニビーム）
およびセクタ化された送信ビーム（セクタ化されたビーム）を使用して送信および受信す
ることができる。ＡＰは、セクタ化されたビームとオムニビームとを交互に変えることが
できる。セクタ化されたビームは、ＡＰがＳＴＡとの通信のための最良のセクタを認識し
ているとき、または、制約されたアクセスウィンドウ（restricted access window：ＲＡ
Ｗ）の際もしくはＳＴＡの送信機会（transmission opportunity：ＴＸＯＰ）の際などの
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スケジュールされた送信において使用され得る。他の場合、またはこの手順の後、ＡＰは
、オムニビーム動作および手順に戻るように切り替わることができる。
【００４８】
　セクタ化された送信ビームは、セクタ化された受信ビームと共に使用され得る。ＡＰは
、グループＩＤを使用してＳＴＡを特定のグループに関連付けることができ、たとえば、
関連付けは、ＳＴＡとの通信のための最良のセクタに基づいて、同じセクタ／グループア
イデンティティ（ＩＤ）に関係付けられてよい。
【００４９】
　４つの空間的に直交した（ＳＯ）条件が、タイプ１セクタ化された動作のために使用さ
れ得る。図３は、ＡＰ３１０がオムニプリアンブル３１５を使用して、セクタ化されたビ
ーム送信３２０のためのＴＸＯＰ保護をセットアップし得る、ＳＯ条件１の例３００の図
である。オムニプリアンブルは、ＢＳＳにおけるすべてのＳＴＡがそれを受信するように
全方向性アンテナを用いて送信されるプリアンブルであり得る。適切なＴＸＯＰ保護がロ
ングプリアンブル３２５を用いてセットアップされると、セクタ化されたビーム送信３２
０がＴＸＯＰの残りについて使用され得る。ロングプリアンブル３２５は、２ＭＨｚ以上
とすることができ、単一ユーザ（ＳＵ）送信と複数ユーザ（ＭＵ）送信との両方について
使用され得る。ロングプリアンブル３２５は、ロングパケットフレームフォーマット３４
０のために使用され得る。ロングパケットフレームフォーマット３４０は、２ＭＨｚ、４
ＭＨｚ、８ＭＨｚ、および１６ＭＨｚ　ＰＰＤＵを使用して、ＳＵおよびＭＵビームフォ
ーミングされた送信のために使用され得る。ロングプリアンブル３２５の構造は、混合さ
れたフォーマット構造であり得る。セクタ化されたビーム送信３２０は、グリーンフィー
ルド（Greenfield）ビームフォーミング（ＢＦ）を使用して行われてよい。グリーンフィ
ールドＢＦは、たとえば、８０２．１１ａｈで使用され得る非下位互換性ビームフォーミ
ングであってよい。ＳＯ条件１は、ＳＴＡ３３０から送信を受信しない重複ＢＳＳ（ＯＢ
ＳＳ）ＳＴＡ／ＡＰ（図示せず）によって確認され得る。図３を参照すると、ＯＢＳＳ　
ＳＴＡは、それが、ＡＰオムニ送信パケットにおける肯定応答（ＡＣＫ）インジケータ（
Ｉｎｄ）＝００、１０、Ａｃｋ　Ｉｎｄ＝１１／Ａｃｋポリシ＝００、およびロングパケ
ット３２５内のＡＰ３１０のセクタ化された送信部分を検出したとき、後続するＳＴＡ送
信を期待することができる。
【００５０】
　図４は、ＳＯ条件２の例４００の図である。ＡＰ４１０は、全方向性送信によるショー
トプリアンブル４１５を使用して、セクタ化されたビーム送信４２０に対するＴＸＯＰ保
護をセットアップすることができる。ショートプリアンブル４１５は、２ＭＨｚ以上とす
ることができ、ＳＵ送信に使用され得る。ショートプリアンブル４１５は、ショートパケ
ットフレームフォーマット４３０のために使用され得る。ショートパケットフレームフォ
ーマット４３０は、２ＭＨｚ、４ＭＨｚ、および１６ＭＨｚ　ＰＰＤＵを使用して、ＳＵ
送信のために使用され得る。図４に示されるように、ＴＸＯＰ保護は、ＡＰによる第２の
送信においてセットアップされ得る。適切なＴＸＯＰ保護がセットアップされると、セク
タ化された送信４２０がＴＸＯＰの残りについて使用され得る。セクタ化された送信４２
０は、グリーンフィールドＢＦを使用して行われてよい。ＳＯ条件２は、ＳＴＡ４２５か
ら送信を受信しないＯＢＳＳ　ＳＴＡ／ＡＰ（図示せず）によって確認され得る。図４を
参照すると、ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、それが、ＡＰ１オムニパケットにおけるＡｃｋ　Ｉｎ
ｄ＝００、１０、またはＡｃｋ　Ｉｎｄ＝１１／Ａｃｋポリシ＝００、およびＡＣＫポリ
シ＝ブロックＡｃｋ（Block Ack）を有するオムニパケットに続くＡＰ４１０のセクタ化
された送信を検出したとき、後続するＳＴＡ４２５送信を期待することができる。
【００５１】
　図５Ａおよび図５Ｂは、ＳＯ条件３の例５００の図である。ＡＰ５１０は、オムニ送信
要求（ＲＴＳ）パケット５１５を送信して、ＳＴＡ５２５からの応答として送信可（ＣＴ
Ｓ）パケット５２０を求めることによって、フレーム交換を開始することができ、次いで
、全方向性送信を用いて、セクタ化されたビーム送信の期間の保護をセットアップし、保
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護された期間の残りについてセクタ化されたビーム送信５３０への切り替えをセットアッ
プすることができる。ＳＯ条件は、ＯＢＳＳ　ＳＴＡまたはＡＰによって確認されること
ができ、ＯＢＳＳ　ＳＴＡまたはＡＰは、ＡＰの全方向性送信を観測するが、ＡＰのビー
ムフォーミングされた送信、および局の送信を観測しない。ＯＢＳＳ　ＳＴＡまたはＯＢ
ＳＳ　ＡＰは、後続のセクタ化されたビーム送信を観測せずに、オムニ送信されたＲＴＳ
５１５、およびロングパケット５４０のオムニ送信されたプリアンブル５３５を観測する
ことによって、ＡＰ５１０とのその空間直交性を推測することができる。この例では、ロ
ングパケット５４０のオムニ送信されたプリアンブル５３５は、ロングプリアンブルとす
ることができる。ＯＢＳＳ　ＳＴＡまたはＯＢＳＳ　ＡＰは、オムニ送信されたＲＴＳ５
１５とロングパケット５４０のオムニ送信されたプリアンブルとの間の無送信のギャップ
を観測することによって、ＳＴＡとのその空間直交性を推測することができる。あるいは
、図５Ｂに示されるように、ＯＢＳＳ　ＳＴＡまたはＯＢＳＳ　ＡＰは、後続のセクタ化
されたビーム送信５５０を観測せずに、オムニ送信されたＲＴＳ５１５、およびオムニ送
信されたショートパケット送信５４５を観測することによって、ＡＰ５１０とのその空間
直交性を推測することができる。オムニ送信されたショートパケット送信５４５は、ショ
ートプリアンブルを含むことができる。ＯＢＳＳ　ＳＴＡまたはＯＢＳＳ　ＡＰは、オム
ニ送信されたＲＴＳ５１５とＡＰ５１０によるオムニビームショートパケット５４５との
間の無送信のギャップを観測することによって、ＳＴＡ５２５とのその空間直交性を推測
することができる。
【００５２】
　図６Ａおよび図６Ｂは、ＳＯ条件４の例６００の図である。図６Ａおよび図６Ｂにおい
て、ＳＴＡ６１０は、フレーム６２０を送信してＴＸＯＰ保護をセットアップすることが
できる。フレーム６２０は、たとえば、ＰＳポール（PS-Poll）フレーム、トリガーフレ
ーム、または任意の他のフレームとすることができる。ＴＸＯＰ内の期間の全方向性送信
によってＴＸＯＰ保護がセットアップされたとき、ＳＯ条件がＯＢＳＳ　ＳＴＡ／ＡＰに
よって確認された場合、ＯＢＳＳ　ＳＴＡ／ＡＰは、そのＮＡＶをキャンセルして、非Ｂ
Ｆ　ＲＴＳ／ＣＴＳで開始する新しいＳＯ交換を始めることができる。ＡＰ６３０が交換
中にセクタ化されたビーム送信６４０に切り替わると、それは、保護された期間の残りに
ついてグリーンフィールドセクタ化されたビーム送信を続けることができる。
【００５３】
　ＳＯ条件は、（ＴＸＯＰ保持者または応答者のいずれかであり得る）ＡＰからのセクタ
化された送信、および（ＴＸＯＰ応答者または保持者のいずれかであり得る）ＳＴＡから
の送信を受信せずに、オムニ送信を受信するＯＢＳＳ　ＳＴＡ／ＡＰとして定義され得る
。
【００５４】
　図７は、送信可（ＣＴＳ）－ｔｏ－ｓｅｌｆパケットを送信することによって、ＳＯ検
出を容易にする例７００の図である。この例では、タイプ０およびタイプ１セクタ化に関
する情報要素（ＩＥ）は、ＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆパケット７１０内の１ビットセクタＩ
Ｄインジケータを含むことができ、ＳＯ条件１または２に先行してＳＯ条件の検出を容易
にすることができる。この例では、ＡＰ７２０は、ＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆパケット７１
０を送信してＴＸＯＰ保護をセットアップすることができる。ＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆパ
ケット７１０は、オムニ送信であってよく、ＳＯ条件の発見を容易にするように空間直交
性インジケータを含むことができる。ＳＴＡ７３０は、ＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆパケット
７１０を受信することができる。ＳＴＡ７３０はまた、オムニ送信７４０を受信すること
もできる。この例では、セクタ化されたビーム送信７５０が空間的に直交し得るので、Ｓ
ＴＡ７３０は、セクタ化されたビーム送信７５０を受信しなくてよい。
【００５５】
　図８は、周期的セクタトレーニング方法の例８００の図である。周期的な制約されたア
クセスウィンドウ（periodic restricted access window：ＰＲＡＷ）ごとに、ＡＰ８２
０は、いくつかのトレーニングパケットに後続されるビーコンフレーム８３０を送信する
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ことができる。トレーニングパケットは、ヌルデータパケット告知（null-data-packet-a
nnouncement）フレーム（ＮＤＰＡ）８４０、および１または複数のヌルデータパケット
（null data packet：ＮＤＰ）フレーム８５０、８６０、８７０を含むことができる。異
なるＮＤＰフレームが異なるセクタ化を使用して送信されてよく、ＮＤＰＡフレーム８４
０は全方向性様式で送信されてよい。ＮＤＰＡフレーム８４０の目的は、後続のＮＤＰフ
レームを告知して、ＳＴＡが受信の準備をできるようにすることである。ＮＤＰフレーム
８５０、８６０、８７０は、各ＳＴＡが後の時点で最良のセクタ化を報告できるように、
異なるセクタ化についてチャネル強度を測定するために、ＳＴＡによって使用され得る。
【００５６】
　ＩＥＥＥ８０２．１１ａｄでは、ＳＴＡおよびＡＰが、セクタ化されたビーム送信を行
うことができる。ビームフォーミングされたＴＸＯＰは、１または複数のビームフォーミ
ングされたＲＴＳ指向性マルチギガビット（ＤＭＧ）ＣＴＳフレームを送信することによ
って、送信元ＳＴＡまたはＡＰにより予約され得る。ＲＴＳ／ＤＭＧ　ＣＴＳを受信する
ＳＴＡは、それらのＮＡＶに従うことができる。サービス期間（Service Period：ＳＰ）
中に送信元ＳＴＡまたはＡＰから有効なＲＴＳを受信する受信ＤＭＧ　ＳＴＡはまた、受
信ＳＴＡにおけるＮＡＶタイマの１つがゼロでない場合に、送信を延期するように送信元
ＳＴＡまたはＡＰに命じるために、ＤＭＧ送信不可（denial-to-send：ＤＴＳ）を送信す
ることができる。
【００５７】
　パーソナルＢＳＳ（ＰＢＳＳ）制御ポイント（ＰＣＰ）は、互いに指向性送信を行うよ
うに意図しているＳＴＡのペアに対して、別のペアのＳＴＡが指向性をもって能動的に送
信している間に、測定を行うように要求することができる。続いて、ＰＣＰは、第１のペ
アのＳＴＡが互いに指向性をもって送信している間に、第２のペアのＳＴＡが指向性測定
を行うように要求することができる。ＳＴＡの両方のペアが、互いの送信との干渉を全く
またはほとんど報告しない場合、ＳＴＡの２つのペアは、同時の指向性送信を行うように
同じサービス期間（ＳＰ）にスケジュールされ得る。
【００５８】
　セクタ内で動作するのが見込まれるＳＴＡのための保護が、ＡＰによって、セクタ内の
ＳＴＡへのＴＸＯＰ内の期間の全方向性ビーム送信を使用してセットアップされ得る。１
または複数のＳＴＡに対するＳＯ条件がＯＢＳＳ　ＳＴＡまたはＡＰによって確認された
場合、ＯＢＳＳ　ＳＴＡまたはＡＰは、そのＮＡＶをリセットして、非ビームフォーミン
グＲＴＳ／ＣＴＳで開始する新しいＳＯ交換を始めることができる。
【００５９】
　改善されたセルカバレッジを可能にしスペクトル効率を改善するために、ＳＴＡへの共
同および調整された送信のためのＡＰ間の調整を考慮することが望ましい。特に、各ＡＰ
が、異なるセクタをカバーするために複数のセクタ化されたアンテナを備えられている場
合、複数のＡＰが、それぞれのＢＳＳ内のそれ自体のＳＴＡのそれぞれへ同時に送信する
ことを可能にすることが有益である。複数のＡＰからの同時の送信は、基礎となるワイヤ
レスネットワークのエリアスペクトル効率を改善することができる。複数の同時送信が受
信機側で互いに干渉しないことを保証するようにシステムが設計され得る。この目的に向
けて、方法およびデバイスは、セクタ化されたアンテナを使用して複数のＡＰが互いに調
整することを可能にすることを必要とされ得る。
【００６０】
　改善されたセルカバレッジを可能にしスペクトル効率を改善するために、ＳＴＡへの共
同および調整された送信のためのＡＰ間の調整をすることが望ましいことがある。たとえ
ば、各ＡＰが、異なるセクタをカバーするために複数のセクタ化されたアンテナを備えら
れている場合、複数のＡＰが単一ＳＴＡへ同時に送信することを可能にすることが有益で
ある。複数のＡＰから単一のＡＰへの同時送信は、ＳＴＡに対するスループットまたは信
頼性を改善し、したがって基礎となるワイヤレスネットワークのスペクトル効率を改善す
ることができる。システムは、トレーニング、フィードバック、およびセクタ化されたア



(17) JP 2016-526856 A 2016.9.5

10

20

30

40

50

ンテナを有する複数のＡＰから単一のＳＴＡへのデータ送信を行うように設計され得る。
【００６１】
　ＡＰ１－ＳＴＡ１通信は、１次通信リンクと呼ばれることがあり、ＡＰ２－ＳＴＡ２通
信は、２次通信リンクと呼ばれることがある。この例では、ＡＰ１は１次ＡＰであってよ
く、ＳＴＡ１は１次ＳＴＡであってよく、ＡＰ２は２次ＡＰであってよく、ＳＴＡ２は２
次ＳＴＡであってよい。セクタ化手順を開始するＡＰは、１次ＡＰと呼ばれることがあり
、１次ＡＰは、この例ではＡＰ１である。
【００６２】
　ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈでは、たとえば、タイプ１セクタ化は、ＳＯチェックに通る
という条件で、ＯＢＳＳ　ＡＰ／ＳＴＡが１次ＡＰと同時に送信することを可能にするよ
うに定義され得る。それにもかかわらず、新しいＯＢＳＳ　ＡＰ／ＳＴＡ送信が１次ＳＴ
Ａにおける受信と干渉しないことを保証するためには、ＳＯチェックは十分でないことが
ある。したがって、ＯＢＳＳ　ＡＰ／ＳＴＡが、１次ＡＰとして同時に送信しながら、意
図されない干渉を引き起こさないことを確かにするために、ＳＯ条件チェックに加えて、
電力制御手順が必要とされ得る。
【００６３】
　セクタ化されないＩＥＥＥ８０２．１１送信では、ＡＰは、送信前にクリアチャネル評
価（ＣＣＡ）を行うことができる。プリアンブルが存在する場合、ＣＣＡアルゴリズムは
、信号が－８２ｄＢｍで受信されるとき、４μｓ観測ウィンドウ内の＞９０％確率を有す
るビジーチャネルを示し得る。また、プリアンブルが存在しない場合、ＣＣＡアルゴリズ
ムは、信号が－６２ｄＢｍで受信されるとき、４μｓ観測ウィンドウ内の＞９０％確率を
有するビジーチャネルを示し得る。両方の場合において、送信は全方向性であり得る。セ
クタ化された送信では、ＣＣＡは、場合によって異なる送信セクタ化利得と受信セクタ化
利得とを取り扱うために使用され得る。
【００６４】
　別のＩＥＥＥ８０２．１１ａｈ例では、ＡＰに対するタイプ１セクタ化は、タイプ１セ
クタ化をサポートするＳＴＡとタイプ１セクタ化をサポートしないＳＴＡとの両方に到達
することができるオムニビーム送信を使用して、ＴＸＯＰを開始することができる。オム
ニビーム送信の使用は、後続のセクタ化されたビーム送信動作の期間のＮＡＶ保護のセッ
トアップを可能にすることができる。タイプ１セクタ化の間、セクタ化されたビーコンが
、たとえば、セクタ化されたビーコンタイプを使用して、アクティブセクタ内のＳＴＡの
ための動作を構成するために使用され得る。セクタ化された手順または動作をサポートし
ないＳＴＡは、セクタ化されたビーコンを解釈または使用することができない。
【００６５】
　非セクタ対応ＳＴＡは、セクタ化された送信の受信範囲にある間に動作することができ
る。たとえば、非セクタ対応ＳＴＡ、または１または複数のアクティブセクタの外部に配
置されたが受信範囲内のセクタ不対応にされたＳＴＡは、これらのセクタからの法外な干
渉を受信することがある。この干渉を軽減するための手順が実装され得る。
【００６６】
　図９は、例示的な調整されたセクタ化された送信９００の図である。この例では、２つ
の隣接するＡＰ９１０、９２０がそれぞれ、それら自身のＳＴＡ９１５、９２５に同時に
サービスすることができ、それぞれがセクタ化された送信を伴う。たとえば、ＡＰ９１０
とＳＴＡ９１５との間の通信は１次通信リンクとすることができ、ＡＰ９２０とＳＴＡ９
２５との間の通信は２次通信リンクとすることができる。ＡＰ９１０は１次ＡＰと呼ばれ
ることもあり、ＳＴＡ９１５は１次ＳＴＡと呼ばれることもある。ＡＰ９２０は２次ＡＰ
と呼ばれることもあり、ＳＴＡ９２５は２次ＳＴＡと呼ばれることもある。手順を開始し
たＡＰは、１次ＡＰとすることができ、この例ではＡＰ９１０である。加えて、１次ＡＰ
に関連付けられたＳＴＡは、１次ＳＴＡとすることができ、この例ではＳＴＡ９１５であ
る。
【００６７】
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　図９を参照すると、ＡＰ９１０およびＡＰ９２０はそれぞれ、ヌルデータパケット告知
（ＮＤＰＡ）フレーム９１１、９２１を送信して、ＡＰ９１０およびＡＰ９２０からのヌ
ルデータパケット（ＮＤＰ）が後続し得ることを告知することができる。この送信は、意
図されたＳＴＡ（ＳＴＡ９１０およびＳＴＡ９２０）が後のチャネル推定およびフィード
バックの準備を開始するのを支援することができる。この送信はまた、ＡＰ／ＳＴＡのた
めのＴＸＯＰを予約するのを支援することができる。各ＡＰについて、複数のセクタを使
用してＮＤＰＡフレームが送信されてもよく、またはオムニモードを使用してＮＤＰＡフ
レームが送信されてもよい。
【００６８】
　図９に示されるように、ＡＰ９１０は、ＮＤＰＡフレーム９１１の後のショートフレー
ム間隔（short interframe space：ＳＩＦＳ）期間９３０に、ＮＤＰフレーム９１２を送
信することができる。ＮＤＰ９１２は、ＳＴＡ９１５によって、ＡＰ９１０からの適切な
送信セクタ化を推定および選択するために使用され得る。ＮＤＰフレーム９１２はまた、
ＳＴＡ９２５によって、ＡＰ９１０とＳＴＡ９２５との間の空間直交性を推定および試験
するために使用され得る。
【００６９】
　図９に示されるように、ＮＤＰフレーム９１２は、ＡＰ９１０の複数の送信セクタ化を
使用して送信され得る。ＮＤＰフレーム９１２は、図９に示される時間期間よりも先に送
信されてもよい。そのような場合、先行のＮＤＰトレーニングが行われてからチャネルが
大きく変更されていないことが想定され得る。ＡＰ９２０は、ＮＤＰフレーム９１２の後
のＳＩＦＳ期間９４０にＮＰＤフレーム９２２を送信することができる。ＮＤＰフレーム
９２２は、ＳＴＡ９２５によって、ＡＰ９２０からの適切な送信セクタ化を推定および選
択するために使用され得る。ＮＤＰフレーム９２２はまた、ＳＴＡ９１５によって、ＡＰ
９２０とＳＴＡ９１５との間のＳＯを推定および試験するために使用され得る。
【００７０】
　図９に示されるように、ＮＤＰフレーム９２２は、ＡＰ９２０の複数の送信セクタ化を
使用して送信され得る。ＡＰ９２０は、ＡＰ９１０がＮＤＰフレーム９１２を送信する前
に、ＮＤＰ９２２を送信してもよい。そのような場合、先行のＮＤＰトレーニングが行わ
れてからチャネルが大きく変更されていないことが想定され得る。
【００７１】
　ＳＴＡ９１５は、応答してフィードバックパケット９１３を送信することができる。Ｓ
ＴＡ９１５からのフィードバックパケットは、ＡＰ９１０からの望ましいセクタを含むこ
とができる。ＡＰ９１０は、選択されたセクタを使用してＳＴＡ９１５に送信することが
できる。ＳＴＡ９１５からのフィードバックパケット９１３はまた、ＡＰ９２０からの１
または複数の望ましいセクタを含むこともできる。ＡＰ９２０およびＳＴＡ９１５は、望
ましいセクタのいずれかがＡＰ９２０によって使用される場合、ＳＯであり得る。ＳＴＡ
９１５からのフィードバックパケット９１３はまた、ＡＰ９２０からの望ましくないセク
タを含むこともできる。ＡＰ９２０およびＳＴＡ９１５は、望ましくないセクタのいずれ
かがＡＰ９２０によって使用される場合、ＳＯでなくてよい。ＳＴＡ９１５からのフィー
ドバックパケット９１３はまた、ＳＴＡ９２５によって聴取され得る。ＳＴＡ９２５は、
フィードバックパケット９１３内の情報を使用して、ＡＰ９１５からの期待される送信セ
クタ化を推測することができる。
【００７２】
　ＳＴＡ９１５がＳＴＡ９２５によって聴取されない例では、ＡＰ９１０は、どのセクタ
が使用されるかを確認するため、またＳＴＡ９２５がＳＯをチェックするのを助けるため
に、セクタ化確認信号をＳＴＡ９１５およびＳＴＡ９２５に送信することができる。ＳＴ
Ａ９１５からのフィードバックパケット９１３はまた、ＡＰ９１０のための推奨される変
調および符号方式（modulation and code scheme：ＭＣＳ）を含むこともできる。ＳＴＡ
９１５からの推奨されるＭＣＳは、ＡＰ９１０における適切なリンク適応を支援すること
ができる。ＳＴＡ９１５からのフィードバックパケット９１３はまた、ＡＰ９１０のため
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の推奨される送信電力を含むこともできる。ＳＴＡ９１５からの推奨される送信電力は、
ＡＰ９１０における適切な電力制御を支援することができる。１次ＳＴＡ、この例ではＳ
ＴＡ９１５は、２次ＳＴＡ、この例ではＳＴＡ９２５よりも先にフィードバックパケット
９１３を送信することができる。先に示されたように、いつＡＰが１次ＡＰであり得るか
、およびいつＳＴＡが１次ＳＴＡであり得るかの規則が作成され得る。ＮＤＰフレーム９
１１が図９に示される時間期間よりも先に送信される場合、フィードバックパケット９１
３は、先に送信されたＮＤＰフレームに基づくセクタＩＤ情報を含むことができる。ＮＤ
Ｐフレーム９２２が図９に示される時間期間よりも先に送信される場合、フィードバック
パケット９１３は、先に送信されたＮＤＰフレームに基づくセクタＩＤ情報を含むことが
できる。
【００７３】
　図９をさらに参照すると、ＳＴＡ９２５は、フィードバックパケット９２３を送信する
ことができる。ＳＴＡ９２５は、ＡＰ９１０からのＮＤＰ送信、ＡＰ９２０からのＮＤＰ
送信、およびＳＴＡ９１５からのフィードバックパケット９１３を監視することができる
。ＳＴＡ９２５は、ＳＴＡ９１５選択に基づいて、ＡＰ９１０からの期待される送信セク
タ化を推測することができる。ＳＴＡ９２５は、ＳＴＡ９１５によって選ばれたセクタが
ＡＰ９１０によって使用される場合、空間直交性がＡＰ９１０とＳＴＡ９２５との間に当
てはまるかどうかを試験することができる。空間直交性がＡＰ９１０とＳＴＡ９２５との
間に当てはまる場合、ＳＴＡ９２５は、選択された送信セクタがＳＴＡ９１５と互換性が
あるという条件で、許可（good-to-go）信号をＡＰ９２０に送信し、それと共に、ＡＰ９
２０からの最良の送信セクタを送信することができる。たとえば、ＡＰ９２０からの選択
された送信セクタが、ＡＰ９２０とＳＴＡ９１５との間の空間直交性を保証することがで
きる。ＳＴＡ９２０は、選択された送信セクタがＡＰ９２０とＳＴＡ９１５との間の空間
直交性を保証するという条件で、ＡＰ９２０からの選択されたＭＣＳを送信することがで
きる。この手順は、２次ＡＰにおける適切なリンク適応を助けることができる。ＳＴＡ９
２５は、ＡＰ９２０に推奨される適切な送信電力を送信することができる。この手順は、
２次ＡＰにおける適切な電力制御を支援することができる。ＮＤＰフレーム９１２が先に
送信される場合、フィードバックパケットは、先に送信されたＮＤＰフレームに基づくセ
クタＩＤ情報を含むことができる。ＮＤＰフレーム９２２が先に送信される場合、フィー
ドバックパケットは、先に送信されたＮＤＰフレームに基づくセクタＩＤ情報を含むこと
ができる。空間直交性がＡＰ９１０とＳＴＡ９２５との間で当てはまらない場合、ＳＴＡ
９２５は、禁止（no-go）信号をＡＰ９２０に送信して、ＡＰ９２０送信はＡＰ９１０か
らの干渉のため禁じられることを示唆することができる。ＡＰ９１０は、続いて、ＳＴＡ
９１５からのフィードバックパケット９１３内で示された選択された送信セクタ化を使用
して、ＳＴＡ９１５へ送信９５０をすることができる。ＡＰ９２０がＳＴＡ９２５から許
可信号を受信した場合、ＡＰ９２０は、ＡＰ９１０がＳＴＡ９１５へ送信しているのと同
じ時間期間において、選択された送信セクタ化を使用して、ＳＴＡ９２５へ送信９６０を
することができる。ＡＰ９２０がＳＴＡ９２５から禁止信号を受信した場合、ＡＰ９２０
は、ＳＴＡ９２５へ送信しないと決定することができる。送信９５０が完了された後、Ｓ
ＴＡ９１５は、ＡＣＫパケット９５５を送信して、ＡＰ９１０からの信号の正しい復号に
肯定応答することができる。一方でＡＰ９２０がＳＴＡ９２５に送信した場合、ＳＴＡ９
２５が、ＡＣＫパケット９６５を送信して、ＡＰ９２０からの信号の正しい復号に肯定応
答することもできる。
【００７４】
　図１０は、全方向性送信で使用され得る複数のセクタを使用する例示的なＮＤＰＡフレ
ーム１０００の図である。ＮＤＰＡフレーム１０００は、複数のセクタフィールドを含む
ことができる。たとえば、ＮＤＰＡフレーム１０００は、セクタ１　１０１０に対する第
１のフィールド、セクタ２　１０２０に対する第２のフィールドなど、セクタＮ　１０３
０に対する第Ｎのフィールドまでを含むことができる。各セクタフィールドは、それぞれ
ガードインターバル（ＧＩ）１０４０、１０５０、および１０６０によって離隔されてよ
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い。
【００７５】
　図１１は、全方向性送信で使用され得る複数のセクタを使用する例示的なＮＤＰフレー
ム１１００の図である。ＮＤＰフレーム１１００は、複数のセクタフィールドを含むこと
ができる。たとえば、ＮＤＰフレーム１１００は、セクタ１　１１１０に対する第１のフ
ィールド、セクタ２　１１２０に対する第２のフィールドなど、セクタＮ　１１３０に対
する第Ｎのフィールドまでを含むことができる。各セクタフィールドは、それぞれＧＩ１
１４０、１１５０、および１１６０によって離隔されてよい。
【００７６】
　図１２は、１次ＳＴＡからの例示的なフィードバックパケット１２００の図である。フ
ィードバックパケット１２００は、ヘッダ１２１０、サービングセクタＩＤフィールド１
２２０、ＭＣＳフィールド１２３０、電力制御フィールド１２４０、空間直交セクタＩＤ
フィールド１２５０、および非空間直交セクタＩＤフィールド１２６０を含むことができ
る。サービングセクタＩＤフィールド１２２０、ＭＣＳフィールド１２３０、および電力
制御フィールド１２４０は、第１のＡＰに関連付けられ得る。空間直交セクタＩＤフィー
ルド１２５０および非空間直交セクタＩＤフィールド１２６０は、第２のＡＰに関連付け
られ得る。空間直交セクタＩＤフィールド１２５０は、望ましいセクタを識別することが
でき、非空間直交セクタＩＤフィールド１２６０は、望ましくないセクタを識別すること
ができる。
【００７７】
　図１３は、２次ＳＴＡからの例示的なフィードバックパケット１３００の図である。フ
ィードバックパケット１３００は、ヘッダ１３１０、許可または禁止フィールド１３２０
、セクタＩＤフィードバックフィールド１３３０、ＭＣＳフィールド１３４０、および電
力制御フィールド１３５０を含むことができる。セクタＩＤフィードバックフィールド１
３３０、ＭＣＳフィールド１３４０、および電力制御フィールド１３５０は、第２のＡＰ
に関連付けられ得る。
【００７８】
　図９に示された例は、最初にセクタ化トレーニング、続いて明示的なセクタＩＤフィー
ドバックを行うことによって、１次／２次セクタ化調整を容易にすることができる。代替
的手順が、黙示的なフィードバックおよびチャネル相互関係に依拠して同様の目的を達成
するために使用されてもよく、以下に説明される。この例では、同じセクタ化されたアン
テナが送信および受信のためにそれぞれ使用されるとき、ＡＰ－ＳＴＡチャネルがＳＴＡ
－ＡＰチャネルと同じであると想定され得る。
【００７９】
　図１４は、代替的な調整されたセクタ化された送信手順例１４００の図である。図１４
を参照すると、ＡＰ１４１０およびＡＰ１４２０はそれぞれ、サウンディング要請（soun
ding solicitation：ＳＳ）フレーム１４１５、１４２５を送信することができる。ＳＳ
フレーム１４１５、１４２５はそれぞれ、ＳＴＡ１４３０およびＳＴＡ１４４０からのサ
ウンディングフレームを要請することができる。ＡＰごとに、ＳＳフレームが複数のセク
タを使用して送信され得る。ＳＳフレームは、同時に送信されてもよく、または時間的に
順次に送信されてもよい。この例では、ＳＴＡ１４３０は、ＳＳフレーム１４１５および
／またはＳＳフレーム１４２５に応答して、サウンディング（ＳＮＤ）フレーム１４３５
を送信することができる。ＳＮＤフレーム１４３５は、ＡＰ１４１０においてアップリン
クチャネル推定およびセクタトレーニングを容易にするために使用され得る。ＳＮＤフレ
ーム１４３５はまた、ＡＰ１４２０においてＳＯ検出を容易にするために使用され得る。
【００８０】
　ＡＰ１４１０受信機は、この手順の間に異なるセクタを横切っていくことができる。た
とえば、ＡＰ１４１０受信機は、ＳＮＤフレーム１４３５の第１の反復期間中に受信する
ためにセクタ１を使用し、ＳＮＤフレーム１４３５の第２の反復期間中に受信するために
セクタ２を使用し、ＳＮＤフレーム１４３５の第３の反復期間中に受信するためにセクタ
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３を使用し、ＳＮＤフレーム１４３５の第４の反復期間中に受信するためにセクタ４を使
用することができる。異なる自動利得制御（ＡＧＣ）が、ＳＮＤフレーム１４３５の異な
る反復に対して使用され得る。
【００８１】
　ＳＴＡ１４４０は、ＳＳフレーム１４１５および／またはＳＳフレーム１４２５に応答
して、ＳＮＤフレーム１４４５を送信することができる。ＳＮＤフレーム１４４５は、Ａ
Ｐ１４２０においてアップリンクチャネル推定およびセクタトレーニングを容易にするた
めに使用され得る。ＳＮＤフレーム１４４５はまた、ＡＰ１４１０においてＳＯ検出を容
易にするために使用され得る。ＳＮＤフレーム１４４５は、複数回反復され得る。
【００８２】
　ＡＰ１４２０受信機は、この手順の間に異なるセクタを横切っていくことができる。た
とえば、ＡＰ１４２０受信機は、ＳＮＤフレーム１４４５の第１の反復期間中に受信する
ためにセクタ１を使用し、ＳＮＤフレーム１４４５の第２の反復期間中に受信するために
セクタ２を使用し、ＳＮＤフレーム１４４５の第３の反復期間中に受信するためにセクタ
３を使用し、ＳＮＤフレーム１４４５の第４の反復期間中に受信するためにセクタ４を使
用することができる。異なるＡＧＣがＳＮＤフレーム１４４５の異なる反復に対して使用
され得ることに留意されたい。ＳＮＤフレーム１４３５は、ＳＮＤフレーム１４４５より
先または後に送信され得る。
【００８３】
　ＡＰ１４１０は、サウンディング確認（sounding confirmation：ＳＣ）フレーム１４
５０を送信することができる。ＳＣフレーム１４５０は、ＳＴＡ１４３０からＡＰ１４１
０のチャネル推定に基づいて、ＡＰ１４１０によってＳＴＡ１４３０にサービスするため
に使用されることになるセクタＩＤ　Ｓ（１，１）を示すことができる。ＳＣフレーム１
４５０はまた、上記のセクタＩＤ　Ｓ（１，１）がＡＰ１４１０によって使用されるとき
、ＳＴＡ１４４０がＡＰ１４１０に対して空間的に直交するかどうかを示すことができる
。ＳＴＡ１４４０が、選択されたセクタＳ（１，１）を用いるＡＰ１４１０に対してＳＯ
である場合、ＡＰ１４２０は、ＳＴＡ１４４０への送信を進めることができる。ＳＴＡ１
４４０が、選択されたセクタＳ（１，１）を用いるＡＰ１４１０に対してＳＯでない場合
、ＡＰ１４２０は、ＳＴＡ１４４０への送信を進めなくてよい。
【００８４】
　ＳＴＡ１４４０が、選択されたセクタＳ（１，１）を用いるＡＰ１４１０に対してＳＯ
である場合、ＡＰ１４２０は、ＳＣフレーム１４５５を送信することができる。ＳＣフレ
ーム１４５５は、選択されたセクタＳ（２，２）がＡＰ１４２０とＳＴＡ１４３０との間
の空間直交性を保証するという条件で、ＡＰ１４２０によって使用されることになる選択
されたセクタＳ（２，２）を含むことができる。これは、ＳＴＡ１４３０に対するサウン
ディングフレームを監視することにより、ＡＰ１４２０によって得られることができる。
ＳＴＡ１４２０が、選択されたセクタＳ（１，１）を用いるＡＰ１４１０に対してＳＯで
ない場合、ＡＰ１４２０は、ＳＣフレーム１４５５を送信して、それがＳＴＡ１４４０へ
送信しようとしていないことを確認することができる。
【００８５】
　セクタ化された送信１４６０は、ＡＰ１４１０からの選択されたセクタとしてセクタＳ
（１，１）から開始することができる。セクタ化された送信１４６５はまた、Ｓ（１，１
）がＡＰ１４１０とＳＴＡ１４４０との間の空間直交性を保証し、Ｓ（２，２）がＡＰ１
４２０とＳＴＡ１４３０との間の空間直交性を保証するという条件で、ＡＰ１４２０から
の選択されたセクタとしてセクタＳ（２，２）から開始することができる。送信が完了さ
れた後、ＳＴＡ１４３０は、ＡＣＫパケット１４７０を送信して、ＡＰ１４１０からの信
号の正しい復号に肯定応答することができる。一方でＡＰ１４２０がＳＴＡ１４４０に送
信した場合、ＳＴＡ１４４０が、ＡＣＫパケット１４７５を送信して、ＡＰ１４２０から
の信号の正しい復号に肯定応答することもできる。
【００８６】
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　図１５は、図１４に示された例示的なＳＮＤフレーム１５００の図である。図１５に示
されるように、ＳＮＤフレーム１５００は複数回反復され得る。ＳＮＤフレーム１５００
は複数回反復され得る。ＳＮＤフレーム１５００の各コピー１５１０、１５２０、１５３
０は、ヌルデータパケットであってよく、ＭＡＣレベルデータを含まなくてよい。ＳＮＤ
フレーム１５００の各コピー１５１０、１５２０、１５３０は、自動利得制御（ＡＧＣ）
調整、周波数および時間同期、ならびにチャネル推定などのチャネル測定を行うために、
ショートトレーニングフィールド（ＳＴＦ）１５４０およびロングトレーニングフィール
ド（ＬＴＦ）１５５０を含むことができる。ＳＮＤフレーム１５００の各コピー１５１０
、１５２０、１５３０は、信号（ＳＩＧ）フィールド１５６０を含むことができる。ＳＮ
Ｄフレーム１５００の各コピー１５１０、１５２０、１５３０は、ＧＩ１５７０、１５８
０、１５９０によって離隔されてよい。
【００８７】
　ＳＯ条件は、８０２．１１ａｈにおいてセクタ化された送信のために考慮され得る。Ｏ
ＢＳＳ　ＳＴＡまたはＡＰが、全方向性送信を受信するが、ＡＰからの後続のセクタ化さ
れたビーム送信を受信せず、および／またはフレーム交換に関わるＳＴＡからの送信を受
信しない場合に、ＳＯ条件が満たされ得る。様々なタイプのフレーム交換シーケンスが、
ＳＯ条件に至ることができる。図３～図７は、８０２．１１ａｈで使用され得る例示的な
ＳＯ条件を示す。フレーム交換シーケンスは、既存のペアの送信に焦点を当てることがで
き、第３のＳＴＡ／ＡＰによって確認され得るＳＯ条件を使用することができる。第３の
ＳＴＡ／ＡＰは、ＯＢＳＳ　ＳＴＡ／ＡＰであってよく、別の空間的に直交した送信を始
めることができる。
【００８８】
　第３のＯＢＳＳ　ＳＴＡ／ＡＰによって開始されるＳＯ送信の例示的な規則および手順
が実装され得る。たとえば、図３～図７に示されたＡＰおよびＳＴＡの当初の対が、ＡＰ
１およびＳＴＡ１として示されてよい。送信前にＳＯ条件を確認することができるＯＢＳ
Ｓ　ＡＰおよびＳＴＡが、ＡＰ２およびＳＴＡ２として示されてよい。この例のＡＰ２と
ＳＴＡ２との間の送信は、条件付きＳＯ送信と呼ばれることがある。
【００８９】
　図１６は、ＡＰ１　１６１０とＳＴＡ１　１６２０との間の交換シーケンス１を使用す
ることによってＳＯ条件が確認され得る場合の、ＡＰとＳＴＡとの間のＳＯ送信例１６０
０の図である。たとえば８０２．１１ａｈでの、フレーム交換シーケンス１は、ＳＯ条件
確認のための例の役目をすることができる。この例は、他の可能なフレーム交換が利用さ
れるときに拡張されてもよい。ＳＯ条件は、ＯＢＳＳ　ＳＴＡ／ＡＰによって確認される
ことができ、このＯＢＳＳ　ＳＴＡ／ＡＰは、ＡＰの全方向性送信を受信するが、ＡＰの
ビームフォーミングまたはセクタ化された送信を受信せず、および／またはＳＴＡの送信
を受信しない。ＡＰ１　１６１０とＳＴＡ１　１６２０との間のオムニ送信期間において
、ＡＰ２　１６３０がリッスンし、ＳＯ条件を確認することができる。一方で、ＡＰ２　
１６３０が、ＡＰ１　１６１０からオムニ送信を受信し、ＡＰ１　１６１０とＳＴＡ１　
１６２０との間のセクタ化された送信の残りについてＮＡＶ設定をチェックすることがで
きる。
【００９０】
　ＡＰ１　１６１０とＳＴＡ１　１６２０との間のセクタ化された送信中にＡＰ２　１６
３０が送信する計画である場合、ＡＰ２　１６３０は、発信パケット期間を計算し、それ
がＮＡＶ期間よりも長い場合にパケットを切り詰めることができる。ＳＯ条件を確認した
後、ＡＰ２　１６３０は、そのＢＳＳにおける関連付けられたＳＴＡのうちの１つ、たと
えば、ＳＴＡ２　１６４０への送信を始めることができる。ＡＰ２　１６３０は、ＳＯ条
件を検出し、条件付きＳＯ送信を行うために同じアンテナパターンを使用してもよい。Ａ
Ｐ２　１６３０は、セクタ化されたアンテナパターンを使用して、ＡＰ１　１６１０とＳ
ＴＡ１　１６２０との間の全方向性送信を監視／受信してもよい。ＡＰ２　１６３０は、
後続する条件付きＳＯ送信のために同じセクタ化されたアンテナパターンを使用してもよ
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い。ＡＰ２　１６３０は、全方向性アンテナパターンを使用して、ＡＰ１　１６１０とＳ
ＴＡ１　１６２０との間の全方向性送信を監視／受信してもよい。ＡＰ２　１６３０は、
後続する条件付きＳＯ送信のために全方向性アンテナパターンを使用してもよい。
【００９１】
　ＡＰ２　１６３０は、ＳＴＡ２　１６４０がＳＯ条件を確認するかを決定することがで
きる。これは、ＡＰ２　１６３０とＳＴＡ２　１６４０との間で、ＲＴＳ／ＣＴＳシーケ
ンス、たとえば、ＲＴＳフレーム１６５０およびＣＴＳフレーム１６６０を交換すること
によって行われ得る。ＲＴＳ／ＣＴＳフレームは、後続する送信が条件付きＳＯ送信であ
ることを信号伝達するように修正され得る。条件付きＳＯ送信を示す１または複数のビッ
トが、ＲＴＳ／ＣＴＳフレームのＳＩＧフィールド、ＭＡＣヘッダ、またはＭＡＣ本体で
送信され得る。ＡＰ１　１６１０およびＳＴＡ１　１６２０のＭＡＣアドレス、またはＡ
Ｐ１　１６１０およびＳＴＡ１　１６２０の送信を示す他の情報は、ＲＴＳフレーム１６
５０に含められてよい。このようにして、ＳＴＡ２　１６４０は、どのＳＯ条件を確認す
るか、およびどのＮＡＶ設定をそれが無視するかの見解を有することができる。
【００９２】
　ＲＴＳフレーム１６５０の送信は、ＡＰ２　１６３０がＳＯ条件を確認したときと同じ
アンテナパターンを利用してもよい。あるいは、ＲＴＳフレーム１６５０の送信は、ＡＰ
２　１６３０がＳＯ条件を確認したときと異なるアンテナパターンを利用してもよい。Ｒ
ＴＳフレーム１６５０を送信する前に、ＡＰ２　１６３０は、ＡＰ１　１６１０からのセ
クタ化された送信の開始に先立つ分散された調整機能（distributed coordination funct
ion：ＤＦＳ）フレーム間隔（ＤＩＦＳ）期間に、バックオフを行うことができる。ＡＰ
２　１６３０および他のＯＢＳＳ　ＳＴＡがＡＰ１　１６１０からのセクタ化された送信
を受信することができないことをそれらが確認することを可能にするように、付加時間（
extra time）期間が定義され得る。したがって、ＡＰ２　１６３０は、セクタ化された送
信の開始に先立ってＤＩＦＳ＋付加時間期間＋バックオフで送信することができる。
【００９３】
　ＳＴＡ２　１６４０は、ＣＴＳフレーム１６６０で応答することができるが、それは、
条件付きＳＯ送信ビットがＲＴＳフレーム１６５０において検出された場合に、ＡＰ１　
１６１０によって送信されたオムニパケットに応じてそのＮＡＶを設定し得る。ＳＴＡ２
　１６４０は、ＣＴＳフレーム１６６０を送信するのに先立ってＳＯ条件を確認すること
ができる。次いで、ＡＰ２　１６３０は、ＡＰ２　１６３０がＳＯ条件を確認したときと
同じアンテナパターンを使用して、ＳＴＡ２　１６４０へのセクタ化またはオムニデータ
送信を始めることができる。ＡＰ２　１６３０から送信されたパケット、さらに、もしあ
れば、ＳＴＡ２　１６４０からの期待されるＡＣＫフレーム１６７０の期間は、ＳＯ条件
に関するＡＰ１　１６１０によって告知されたＮＡＶ設定よりも短くてよい。一例では、
ＡＰ２　１６３０は、ＡＰ１　１６１０およびＳＴＡ１　１６２０により設定されるＮＡ
Ｖの終了より前に送信が終了されることを保証することができる。
【００９４】
　上記の例では、ＡＰ２　１６３０がＯＢＳＳ　ＡＰであってよく、条件付きＳＯ送信を
開始することができる。より一般的な例では、ＯＢＳＳ　ＡＰまたはＳＴＡの両方が、条
件付きＳＯ送信を開始することができる。上記の例示的な手順では、条件付きＳＯインジ
ケータが、ＡＰ２　１６３０とＳＴＡ２　１６４０との間で交換されるＲＴＳフレーム１
６５０およびＣＴＳフレーム１６６０に追加されることができ、それにより、応答者、こ
の例ではＳＴＡ２　１６４０が、ＡＰ１　１６１０からの全方向性送信によって以前に設
定されたＮＡＶをリセットすることができる。代替的方法は、すべてのＯＢＳＳ　ＡＰお
よびＳＴＡが、それらがＳＯ条件を確認した場合にＮＡＶをゼロにリセットすることを可
能にすることであり得る。したがって、すべてのＯＢＳＳ　ＡＰおよびＳＴＡが、条件付
きＳＯ送信を開始する、またはそれに応答することができる。
【００９５】
　図１７は、協調的なセクタ化された（ＣＳ）送信例１８００の図である。トレーニング
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、フィードバック、およびデータ送信のための手順が使用されることができ、ここでは、
セクタ化されたアンテナを有する複数のＷｉＦｉ　ＡＰが、空間および周波数領域におい
て協調し単一のＳＴＡにデータを送信して、エリアスループットを改善する。
【００９６】
　ネットワークは、ＣＳ送信に適した異なるＡＰにわたるセクタペアを識別することがで
きる。ＳＴＡが、協調的なセクタ化の能力を有するネットワークに参加したとき、それは
、その１次ＢＳＳとのセクタ機能交換の間の複数ＡＰ関連付けおよび協調的なセクタ化を
それがサポートすることを示すことができる。ＳＴＡは、プローブ要求をネットワークに
送信することができる。この例では、ＡＰ１　１７１０およびＡＰ２　１７２０が、真に
設定された（set to true）複数ＡＰ関連付けおよび協調的なセクタ化機能を伴うプロー
ブ応答を送信することができる。ＳＴＡ１７３０は、真に設定された複数ＡＰ関連付けお
よび協調的なセクタ化機能を伴う機能フレームと共に一緒に集約された関連付け要求を送
信することができ、ＡＰ１　１７１０は１次ＡＰとして設定され、ＡＰ２　１７２０は２
次ＡＰとして設定される。この関連付け要求は、利用可能な場合に配信システム（ＤＳ）
上でまたはＡＰ１　１７１０とＡＰ２　１７２０との間の直接リンクによって、ＳＴＡ　
１７３０のためのデータがＡＰ１　１７１０とＡＰ２　１７２０との両方に送られ得るこ
とを、ネットワークに示すことができる。
【００９７】
　ＳＴＡ１７３０は、ＡＰごとに最良のセクタＩＤをフィードバックすることができる。
ＳＴＡにより要求されるマルチＡＰトレーニングおよびフィードバックは、ＡＰに向けら
れる単一ＡＰトレーニングおよびフィードバックによって実装され得る。
【００９８】
　図１８は、ＳＴＡにより要求されるマルチＡＰトレーニングおよびフィードバック手順
例１８００の図である。ＳＴＡ１８１０は、両方のＡＰに対するセクタトレーニング要求
を開始することができる。たとえば、ＳＴＡ１８１０は、ＡＰ１　１８２０とＡＰ２　１
８３０との両方によって聴取されるセクタトレーニング要求１８４０を送信することがで
きる。ＡＰ１　１８２０は、ＢＳＳ１とＢＳＳ２の両方に関してＢＢＳ内の各セクタから
のＮＤＰ送信のために十分に長いＢＳＳ１におけるＴＸＯＰ１８４０をセットアップする
ことができる。この例は、ＡＰ１　１８２０が、ＡＰ２　１８３０内のセクタの数、およ
びそのセクタトレーニングを完了するためのＡＰ２　１８３０に必要とされる時間を知る
ことが可能であることを示唆することができる。ＡＰ２　１８３０は、ＢＳＳ１とＢＳＳ
２の両方に関してＢＢＳ内の各セクタからのＮＤＰ送信１８６０のために十分に長いＢＳ
Ｓ２におけるＴＸＯＰをセットアップすることができる。これは、ＡＰ２　１８３０が、
ＡＰ１　１８２０内のセクタの数、およびそのセクタトレーニングを完了するためのＡＰ
１　１８２０に必要とされる時間を知ることが可能であることを示唆することができる。
【００９９】
　ＡＰ１　１８２０は、ＮＤＰ告知１８５５、次いで、発見されるセクタごとに１つの一
連のＮＤＰ１８５７を送信することによって、そのセクタトレーニング／発見手順を開始
することができる。ＡＰ１　１８２０に関するセクタトレーニングの完了の際、ＳＴＡ１
８１０は、ＡＣＫ１８７０またはセクタＩＤフィードバックフレームを送信することがで
きる。
【０１００】
　ＡＰ２　１８３０は、ＳＴＡ１８１０からＡＣＫ１８７０を聴取し、そのセクタトレー
ニング手順を開始することができる。ＡＰ２　１８３０は、ＮＤＰ告知１８６５、次いで
、発見されるセクタごとに１つの一連のＮＤＰ１８６７を送信することができる。ＡＰ２
　１８３０に関するセクタトレーニングの完了の際、ＳＴＡ１８１０は、ＡＣＫまたはセ
クタＩＤフィードバックフレーム１８８０を送信することができる。セクタＩＤフィード
バックフレーム１８８０は、ＡＰ１：セクタｌＩＤ、ＡＰ２：セクタ２ＩＤを有する集約
されたフレームであってよい。あるいは、ＳＴＡ１８１０は、２次ＳＴＡについてのセク
タＩＤを記憶し、ＣＳ送信手順の間にそれをフィードバックすることができる。
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【０１０１】
　図１９は、ＡＰに向けられる単一ＡＰトレーニングおよびフィードバック手順例１９０
０の図である。この例では、ＳＴＡ１９１０は、各ＡＰからの独立したセクタフィードバ
ック手順をリッスンし、セクタトレーニングモードにおけるＡＰへのセクタＩＤフィード
バックフレームを使用して望ましいセクタＩＤをフィードバックすることができる。ＡＰ
１　１９２０は、時間ｔ１でＢＢＳ１内の各セクタからのＮＤＰ送信１９４０のために十
分に長いＢＳＳ１におけるＴＸＯＰ１９３０をセットアップすることができる。ＡＰ１　
１９２０は、ＮＤＰ告知１９４５、次いで、発見されるセクタごとに１つの一連のＮＤＰ
１９４７を送信する。ＡＰ１　１９２０に関するセクタトレーニングの完了の際、ＳＴＡ
１９１０は、セクタＩＤフィードバックフレーム１９５０を送信することができる。ＡＰ
２　１９６０は、時間ｔ２でＢＢＳ１内の各セクタからのＮＤＰ送信１９８０のために十
分に長いＢＳＳ２におけるＴＸＯＰ１９７０をセットアップすることができる。ＡＰ２　
１９６０は、ＮＤＰ告知１９８５、次いで、発見されるセクタごとに１つの一連のＮＤＰ
１９８７を送信する。ＡＰ２　１９６０に関するセクタトレーニングの完了の際、ＳＴＡ
１９１０は、セクタＩＤフィードバックフレーム１９９０を送ることができる。
【０１０２】
　すべての有効なＡＰｘおよびセクタＩＤ　ｙをフィードバックする修正されたセクタフ
ィードバックフレームが使用され得る。時間ｔ１およびｔ２は、ネットワーク内の干渉の
量を低減し、セクタ発見手順を改善するように調整され得る。ＳＴＡは、各ＡＰに関連付
けられ、各ＡＰ内のリソースを競って求めて、望ましいセクタＩＤをフィードバックする
ことが可能であり得る。あるいは、ＳＴＡは、２次ＳＴＡについてのセクタＩＤを記憶し
、ＣＳ送信手順の間にそれをフィードバックすることができる。
【０１０３】
　図２０は、ＳＴＡにより開始されるＣＳ送信例２０００の図である。複数のＡＰが、セ
クタ化されたマルチＡＰネットワーク内の単一のＳＴＡに情報を送信することができる。
送信はＳＴＡにより開始されてよく、その場合はＳＴＡがＣＳ送信を要求し、または、送
信はＡＰにより開始されてよく、その場合はＡＰがＣＧ送信を要求する。この手順に含ま
れるＡＰ、セクタ、およびＳＴＡは予め選択されていると想定され得る。
【０１０４】
　ＳＴＡにより開始されるＣＳ送信において、ＡＰ１　２０１０は、通常のＲＴＳフレー
ム２０２０をＳＴＡ２０３０に送信して、データが送信のために利用可能であることを示
すことができる。ＳＴＡ２０３０は、ＣＳ－ＣＴＳフレーム２０４０で応答して、マルチ
ＡＰ受信の能力を示すことができる。ＣＳ－ＣＴＳフレーム２０４０は、ＣＳ送信に使用
されることになるＡＰおよびセクタが知られているという想定と共に動作し得るＣＳ送信
フラグを含むことができる。あるいは、ＣＳ－ＣＴＳフレーム２０４０は、セクタ発見プ
ロセス中にＳＴＡ２０３０によって発見されたＡＰ／セクタに関する情報を含むことがで
きる。この情報は、使用されることになる実際のＡＰ、この例では２つのＡＰ／セクタペ
アを含んでもよく、または使用され得るすべての候補ＡＰ／セクタを含んでもよい。
【０１０５】
　ＡＰに向けられるＣＳ送信において、ＡＰ１　２０１０は、ＣＳ－ＲＴＳフレーム（図
示せず）で、ＳＴＡにＣＳ送信が望ましいフラグを送信することができる。ＳＴＡは、Ｃ
Ｓ－ＣＴＳフレーム（図示せず）で応答して、ＣＳ送信が望まれることをＡＰ２　２０５
０に通知することができる。ＡＰ２　２０５０は、ＣＳ－ＡＣＫフレーム２０６０を送信
して、それがマルチＡＰ協調的なセクタ化された送信に利用可能であることをＳＴＡ２０
３０に示すことができる。
【０１０６】
　ＳＴＡ２０３０は、ＣＳ送信準備完了（ＣＳ－ＲＤＹ）フレーム２０７０をＡＰ１　２
０１０およびＡＰ２　２０５０に送信して、データを受け入れる準備ができていることを
示すことができる。ＡＰ１　２０１０およびＡＰ２　２０５０はそれぞれ、データ２０８
０、２０８５を、望ましいセクタ上のＳＴＡ２０３０に送信することができる。データ２
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０８０、２０８５は、独立したストリームとして送信されて、送信のスループットを増大
することができる。データ２０８０、２０８５は、追加の周波数回転、たとえば、巡回ス
トリームダイバーシティによって同一のストリームとして送信されて、送信の信頼性を改
善することができる。ＳＴＡ２０３０は、ＡＣＫフレーム２０９０をＡＰ１　２０１０お
よび／またはＡＰ２　２０５０に送信することができる。
【０１０７】
　図２１は、ＡＰ２１１０がその送信電力を設定するように構成されてＳＴＡが干渉され
ないことを確実にすることができる、例示的な手順２１００の図である。たとえば、ＳＴ
Ａ送信電力は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈにおけるＳＯについて知られていないことがあ
る。したがって、ＯＢＳＳ　ＡＰは、それが実際にそうでないときにそれが１次ＡＰ／Ｓ
ＴＡに対して空間的に直交していると、間違って結論付けることがある。電力制御方法は
、空間直交性条件チェックが十分であることを保証することができる。ＡＰ１　２１１０
およびＳＴＡ１　２１２０が１次ＡＰおよびＳＴＡであるとき、ＡＰ２　２１３０および
ＳＴＡ２　２１４０は、ＯＢＳＳ　ＡＰおよびＯＢＳＳ　ＳＴＡであり得る。ＡＰ１　２
１１０が、ＳＴＡ１　２１２０へのセクタ化された送信を開始できるとともに、同時に、
ＡＰ２　２１３０が、それがＡＰ１　２１１０およびＳＴＡ１　２１２０に対して空間的
に直交しているかどうかを監視２１５０することができる。ＡＰ２　２１３０がＡＰ１　
２１１０に対して空間的に直交し、ＡＰ２　２１３０がＳＴＡ１　２１２０に対して空間
的に直交している場合、ＡＰ１－ＳＴＡ１送信が進行している間でも、ＡＰ２　２１３０
は、少なくともＳＴＡ２　２１４０（またはその他）との新しい送信を開始することがで
きる。
【０１０８】
　ＡＰ１、ＡＰ２空間直交性の空間直交性条件は、ＡＰ２　２１３０がＡＰ１　２１１０
からオムニパケット送信を受信することができ、ＡＰ２　２１３０がＡＰ１から指向性送
信を受信することができないように定義され得る。ＳＯ条件を満足するために両方の条件
が満たされ得る。他方で、ＳＴＡ１　２１２０に対するＳＯ条件は、ＡＰ２　２１３０が
ＳＴＡ１　２１２０からの送信を受信することができないように定義され得る。
【０１０９】
　Ｐ（ＡＰ１，オムニ）は、オムニ送信段階の間のＡＰ１送信電力であってよく、Ｐ（Ａ
Ｐ１，指向性）は、セクタ化された送信段階の間のＡＰ１送信電力であってよく、Ｐ（Ｓ
ＴＡ１）は、ＳＴＡ１によって使用される送信電力であってよく、Ｐ（ＡＰ２）は、ＳＯ
条件が満たされＡＰ２が同時送信を開始する計画である場合に、ＡＰ２によって使用され
ることになるＡＰ２送信電力であってよい。Ｐ（ＳＴＡ１）は、ＡＰ２によって、ＡＰ２
における適切な送信電力設定を可能にするために使用され得る。そうでなければ、Ｐ（Ａ
Ｐ２）がＰ（ＳＴＡ１）より大きい場合、空間直交性が満足されていてもＳＴＡ１はＡＰ
２によって干渉され得る。
【０１１０】
　ＳＯ送信のための適切な電力制御を保証するために、以下の手順が使用され得る。図２
１を参照すると、ＡＰ１　２１１０は、送信電力Ｐ（ＡＰ１，オムニ）を使用して、オム
ニ送信されたパケット２１６０で始まる送信を開始することができる。このオムニ送信さ
れたパケット２１６０内で、ＡＰ１は、ＳＴＡ１によって使用されることになる送信電力
、たとえばＰ（ＳＴＡ１）を、明示的または黙示的にＡＰ２へ信号伝達することができる
。明示的に信号伝達される場合、Ｐ（ＳＴＡ１）は、いくつかのビットによって表されて
よく、ＳＴＡ１　２１２０とＡＰ２　２１３０との両方によって復号され得る。黙示的に
信号伝達される場合、Ｐ（ＳＴＡ１）は、（ネットワーク内のすべてのＳＴＡによって合
意された）公称（nominal）送信電力であってよく、ＳＴＡ１　２１２０とＡＰ２　２１
３０との両方によって理解され得る。いずれにしても、Ｐ（ＳＴＡ１）は、将来の使用の
ためにＡＰ２　２１３０によって取得され得る。ＳＴＡ１　２１２０は、Ｐ（ＳＴＡ１）
で示される送信電力を使用していくつかの応答パケットを送信することができる。ＡＰ１
　２１１０は、同じ送信電力Ｐ（ＡＰ１，オムニ）を使用して、オムニ送信されたショー
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トパケットを継続することができる。ＡＰ１　２１１０は、セクタ化された送信Ｐ（ＡＰ
１，指向性）を継続することができる。ＡＰ２　２１３０は、ＡＰ１　２１１０およびＳ
ＴＡ１　２１２０からの送信を監視することができる。ＡＰ１－ＡＰ２　ＳＯ条件とＳＴ
Ａ１－ＡＰ２　ＳＯ条件との両方が当てはまる場合、ＡＰ２　２１３０は、新しい送信を
開始することができる。ＡＰ２　２１３０は、ＡＰ２　２１３０で取得され得る、Ｐ（Ｓ
ＴＡ１）より大きくない送信電力Ｐ（ＡＰ２）を使用することができる。送信電力Ｐ（Ａ
Ｐ２）は、空間直交性を保証するようにＰ（ＳＴＡ１）以下に設定され得る。この設定な
しでは、ＳＯチェックが誤りとなることがある。
【０１１１】
　空間直交したセクタ化された送信を使用しない通常の８０２．１１送信では、ＡＰ２　
２１３０が送信すべきパケットを有する場合、それは、送信前にＣＣＡを行うことができ
、それにより、プリアンブルが存在する場合、ＣＣＡアルゴリズムは、信号が－８２ｄＢ
ｍで受信されるとき、４μｓ観測ウィンドウ内の＞９０％確率を有するビジーチャネルを
示すことができる。プリアンブルが存在しない場合、ＣＣＡアルゴリズムは、信号が－６
２ｄＢｍで受信されるとき、４μｓ観測ウィンドウ内の＞９０％確率を有するビジーチャ
ネルを示すことができる。
【０１１２】
　図２２は、セクタ化されたクリアチャネル評価（ＣＣＡ）および全方向性ＣＣＡ手順の
例２２００の図である。ＣＣＡ要件は、セクタ化された送信の干渉または衝突を回避する
ように定義され得る。セクタ化された送信では、送信の方向に基づいて電力が変化し得る
。したがって、実効的な等方放射された電力に基づく適応的に調整されたＣＣＡレベルが
望ましいことがある。実効等方放射電力（Effective isotropically radiated power：Ｅ
ＩＲＰ）は、すべての方向に電力を均一に分散する理論上の等方性アンテナが、最大アン
テナ利得の方向で観測されるピーク電力密度をもたらすために放射し得る電力の量とする
ことができ、すなわち、
　　ＥＩＲＰ＝Ｐｔ＋Ｇａ　　式（１）
であり、式中、Ｐｔは、送信された電力とすることができ、Ｇａは、特定の方向でのアン
テナ利得とすることができる。
【０１１３】
　たとえば、ＡＰ２２１０は、全方向性送信２２２０およびセクタ化された送信２２３０
の機能を有することができる。オムニ送信２２２０の間、０ｄＢアンテナ利得を仮定し、
ＥＩＲＰはＰｔと等しくなり得る。セクタ化された送信２２３０の間、ＥＩＲＰはＰｔ＋
Ｇａと等しくなり得る。ＥＩＲＰが増大されるに従って、ＡＰ２２１０の送信範囲も増大
し得る。全方向性送信２２２０においてＡＰ２２１０を聴取しなくてよいＳＴＡ２　２２
４０は、それがＳＴＡ１　２２５０に送信している間にＡＰ２２１０を聴取することがで
きる。ＳＴＡ２　２２４０が別のＡＰ／ＳＴＡとの進行中の送信を有した場合、衝突があ
り得る。
【０１１４】
　この状況を回避するために、セクタ化されたＣＣＡは、増大された感度を用いて行われ
てよい。たとえば、全方向性送信のためのＣＣＡ感度は、プリアンブル検出について－８
２ｄＢｍ、プリアンブルなしのエネルギー検出について－６２ｄＢｍであり得る。セクタ
化された送信がアンテナ利得Ｇａと共に使用されるとき、ＣＣＡ感度は、プリアンブル検
出について（－８２－Ｇａ）ｄＢｍであり得る（すなわち、ＣＣＡアルゴリズムは、信号
が（－８２－Ｇａ）ｄＢｍで受信されるとき、４μｓ観測ウィンドウ内の＞９０％確率を
有するビジーチャネルを示し得る）。オムニ受信アンテナが使用される場合、より高い感
度のＣＣＡ検出アルゴリズムが使用され得る。あるいは、セクタ化された受信アンテナが
セクタ化利得Ｇａ　ｄＢと共に使用される場合、同じＣＣＡ検出アルゴリズムが使用され
得る。
【０１１５】
　セクタ化された送信がアンテナ利得Ｇａ　ｄＢと共に使用されるとき、ＣＣＡ感度は、
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エネルギー検出について（－６２－Ｇａ）ｄＢｍであり得る（すなわち、ＣＣＡアルゴリ
ズムは、信号がエネルギー検出について（－６２－Ｇａ）ｄＢｍで受信されるとき、４μ
ｓ観測ウィンドウ内の＞９０％確率を有するビジーチャネルを示し得る）。オムニ受信ア
ンテナが使用される場合、より高い感度のＣＣＡ検出アルゴリズムが使用され得る。ある
いは、セクタ化された受信アンテナがセクタ化利得Ｇａ　ｄＢと共に使用される場合、同
じＣＣＡ検出アルゴリズムが使用され得る。
【０１１６】
　受信機ＣＣＡアルゴリズムは、全方向性受信アンテナを想定して通常のＣＣＡを行って
、４μｓ内の－６２ｄＢｍにおけるエネルギー検出を完了し、また４μｓ内の－８２ｄＢ
ｍにおけるプリアンブル検出を完了することができる。通常のＣＣＡを使用することで、
ＡＰ／ＳＴＡからのいかなる全方向性送信も他の潜在的ユーザへの干渉を引き起こすこと
がない。たとえば、この通常のＣＣＡの使用は、ＡＰ２２１０のオムニ範囲内に配置され
るがＡＰの指向性範囲内に配置されないＳＴＡ３　２２６０への干渉を防止することがで
きる。
【０１１７】
　次いで、受信機ＣＣＡアルゴリズムは指向性ＣＣＡを行うことができる。全方向性受信
アンテナが使用され得る。したがって、検出アルゴリズムはＧａ　ｄＢによって改善され
得る。
【０１１８】
　プリアンブルが存在する場合、改善されたＣＣＡアルゴリズムは、信号が－（８２ｄ＋
Ｇａ）ｄＢｍで受信されるとき、４μｓ観測ウィンドウ内の＞９０％確率を有するビジー
チャネルを示し得る。プリアンブルが存在しない場合、改善されたＣＣＡアルゴリズムは
、信号が－（６２ｄ＋Ｇａ）ｄＢｍで受信されるとき、４μｓ観測ウィンドウ内の＞９０
％確率を有するビジーチャネルを示し得る。
【０１１９】
　指向性受信アンテナが使用され得る。したがって、独自のＣＣＡ検出アルゴリズムが使
用され得る。プリアンブルが存在する場合、（付加的Ｇａ　ｄＢ受信アンテナ利得を有す
る）ＣＣＡアルゴリズムは、信号が－（８２ｄ＋Ｇａ）ｄＢｍで受信されるとき、４μｓ
観測ウィンドウ内の＞９０％確率を有するビジーチャネルを示し得る。プリアンブルが存
在しない場合、（付加的Ｇａ　ｄＢ受信アンテナ利得を有する）ＣＣＡアルゴリズムは、
信号が－（６２ｄ＋Ｇａ）ｄＢｍで受信されるとき、４μｓ観測ウィンドウ内の＞９０％
確率を有するビジーチャネルを示し得る。
【０１２０】
　指向性ＣＣＡの使用は、あらゆる指向性送信が送信の方向の遠く離れたユーザに対する
意図されない干渉を引き起こすのを防止することができる。たとえば、そのような指向性
ＣＣＡの使用は、ＡＰ２２１０の指向性範囲内に配置されるがＡＰ２２１０のオムニ範囲
内に配置されないＳＴＡ２　２２４０への干渉を防止することができる。同様に、付加的
送信側アンテナ利得を提供するためにアンテナアレイがＡＰ側で使用される場合、同様の
ＣＣＡが使用され得る。
【０１２１】
　いくつかの場合、指向性送信範囲がオムニ送信範囲と同程度であるように、セクタ化さ
れた送信中に送信電力制御を行うことが有益なことがある。たとえば、Ｐｔ１が、オムニ
送信中の送信電力であり、Ｐｔ２が、セクタ化された送信中の送信電力であるとともに、
Ｇｔが、セクタ化された送信中のアンテナ利得である場合、全方向性送信とセクタ化され
た送信との両方に同じＣＣＡが使用されるようにＰｔ１＝Ｐｔ２＋Ｇｔを有することが有
益なことがある。
【０１２２】
　セクタ化された動作をサポートせずかつアクティブセクタ内にあるＳＴＡのための方法
が実装され得る。全方向性ビーム送信は、アクティブセクタ内の後続の動作が見込まれ得
るセクタ内のＳＴＡの保護を容易にするために使用され得る。セクタ化された手順をサポ
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ートしないＳＴＡは、セクタ化された動作をサポートするＳＴＡを保護することが意図さ
れるＡＰからのオムニビーム送信を受信することが可能であり得る。この送信を受信し、
セクタ化された動作をサポートしないＳＴＡは、それらの性能を低下させ得るセクタ内の
それらの動作を軽減するために以下の手順のうちの１または複数に従うことができる。
【０１２３】
　後続のセクタ化された動作の可能性を示すＡＰからのオムニビーム送信を受信するＢＢ
Ｓにおいて動作するＳＴＡは、ＡＰに応答して、セクタ化された動作の機能の欠如を示す
ことができる。セクタ化のサポートの欠如を示すことは、セクタ化タイプを３に設定する
ことによって示されてよい。ＳＴＡは、さらにまたは代わりに、その機能を示す表示をＡ
Ｐに提供することができる。ＳＴＡは、この送信に続けて、ＡＰがこのＳＴＡの受信の品
質を決定することを可能にし得るショートＣＴＳ　ＮＤＰパケットを用いてもよい。ＳＴ
Ａは、さらにまたは加えて、その受信品質を示す表示をＡＰに提供することができる。
【０１２４】
　後続のセクタ化された動作の可能性を示すＡＰからのオムニビーム送信を受信するＢＢ
Ｓにおいて動作するＳＴＡは、セクタ化に対する適性を示す表示によって応答し、加えて
、グループＩＤ表示を提供することができる。１または複数のＳＴＡによるセクタ化の使
用に対する適性を示す表示は、測定要求要素を要求する能力をＡＰに提供する隣接報告機
能を示す表示を含むことができる。
【０１２５】
　図２３は、例示的な測定要求応答フィールド２３００の図である。測定要求応答フィー
ルド２３００は、動作クラス要素２３１０、チャネル番号要素２３２０、ランダム化間隔
要素２３３０、測定期間要素２３４０、セクタＩＤ要素２３５０、および１または複数の
任意の下位要素２３６０を含むことができる。ＳＴＡは、特定のセクタＩＤについての測
定（チャネル負荷）報告要素によって応答することにより、特定のセクタＩＤについての
チャネル負荷要求を含む測定要求に対して応答することができる。
【０１２６】
　ＳＴＡは、図２３の測定要求応答フィールドを提供することによって、特定のセクタＩ
Ｄについてのノイズヒストグラム要求を含む測定要求に応答することができる。
【０１２７】
　図２４は、例示的なＳＴＡ統計要求応答フィールド２４００の図である。ＳＴＡ統計要
求応答フィールド２４００は、ピアＭＡＣアドレス要素２４１０、ランダム化間隔要素２
４２０、測定期間要素２４３０、グループアイデンティティ要素２４４０、セクタＩＤ要
素２４５０、および１または複数の任意の下位要素２４６０を含むことができる。ＳＴＡ
は、図２４のＳＴＡ統計要求応答フィールドを提供することによって、特定のセクタＩＤ
についての統計要求に応答することができる。
【０１２８】
（実施形態）
　１．　ワイヤレス通信において調整されたセクタ化された送信を行うための方法であっ
て、
　第１の局（ＳＴＡ）で、第１のアクセスポイント（ＡＰ）から、第１のヌルデータパケ
ット告知（ＮＤＰＡ）フレームを受信するステップを含む方法。
【０１２９】
　２．　第１のＮＤＰＡフレームは、複数のセクタを使用して受信される、実施形態１に
記載の方法。
【０１３０】
　３．　第１のＳＴＡで、第２のＡＰから第２のＮＤＰＡフレームを受信するステップを
さらに含む、実施形態１または２に記載の方法。
【０１３１】
　４．　第２のＮＤＰＡフレームは、複数のセクタを使用して受信される、実施形態３に
記載の方法。
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【０１３２】
　５．　第１のＡＰから、第１のヌルデータパケット（null data packet：ＮＤＰ）フレ
ームを受信するステップをさらに含む、実施形態１乃至４のいずれか一項に記載の方法。
【０１３３】
　６．　第２のＡＰから、第２のＮＤＰフレームを受信するステップをさらに含む、実施
形態５に記載の方法。
【０１３４】
　７．　第２のＳＴＡから、第１のフィードバックパケットを受信するステップをさらに
含む、実施形態１乃至６のいずれか一項に記載の方法。
【０１３５】
　８．　フィードバックパケットは、第２のＳＴＡと通信するためのセクタを示す、実施
形態７に記載の方法。
【０１３６】
　９．　第２のフィードバックパケットを第１のＡＰに送信するステップをさらに含む、
実施形態７または８に記載の方法。
【０１３７】
　１０．　第２のフィードバックパケットは、第１のＳＴＡと通信するためのセクタを示
す、実施形態９に記載の方法。
【０１３８】
　１１．　第１のＳＴＡと通信するためのセクタは、第２のＳＴＡと通信するためのセク
タと互換性がある、実施形態１０に記載の方法。
【０１３９】
　１２．　第１のＳＴＡと通信するための示されたセクタを介して、第１のＡＰからデー
タを受信するステップをさらに含む、実施形態１０または１１に記載の方法。
【０１４０】
　１３．　第１のＮＤＰフレームおよび第２のＮＤＰフレームは、第１のＮＤＰＡフレー
ムおよび第２のＮＤＰＡフレームからショートフレーム間隔（ＳＩＦＳ）期間の後に受信
される、実施形態６乃至１２のいずれか一項に記載の方法。
【０１４１】
　１４．　第１のＮＤＰフレームおよび第２のＮＤＰフレームは、送信セクタ化を推定す
るために使用される、実施形態６乃至１３のいずれか一項に記載の方法。
【０１４２】
　１５．　第１のＮＤＰフレームおよび第２のＮＤＰフレームは、第２のＳＴＡによって
第１のＡＰと第２のＳＴＡとの間の空間直交性を推定するために使用できる、実施形態６
乃至１４のいずれか一項に記載の方法。
【０１４３】
　１６．　第１のフィードバックパケットは、第２のＡＰからのセクタを示す、実施形態
７乃至１５のいずれか一項に記載の方法。
【０１４４】
　１７．　第２のフィードバックパケットは、望ましくないセクタを示す、実施形態９乃
至１６のいずれか一項に記載の方法。
【０１４５】
　１８．　第２のフィードバックパケットは、第１のＡＰのための変調および符号化方式
（ＭＣＳ）を示す、実施形態９乃至１７のいずれか一項に記載の方法。
【０１４６】
　１９．　第２のフィードバックパケットは、第１のＡＰに対する送信電力を示す、実施
形態９乃至１８のいずれか一項に記載の方法。
【０１４７】
　２０．　第１のＡＰから、セクタ化確認信号を受信するステップをさらに含む、実施形
態１乃至１９のいずれか一項に記載の方法。
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【０１４８】
　２１．　ワイヤレス通信において調整されたセクタ化された送信を行うための局（ＳＴ
Ａ）であって、
　第１のアクセスポイント（ＡＰ）から、第１のヌルデータパケット告知（ＮＤＰＡ）フ
レームを受信するように構成された受信機を備えるＳＴＡ。
【０１４９】
　２２．　受信機は、複数のセクタを使用して第１のＮＤＰＡフレームを受信するように
構成される、実施形態２１に記載のＳＴＡ。
【０１５０】
　２３．　受信機は、第２のＡＰから、第２のＮＤＰＡフレームを受信するようにさらに
構成される、実施形態２１または２２に記載のＳＴＡ。
【０１５１】
　２４．　受信機は、複数のセクタを使用して第２のＮＤＰＡフレームを受信するように
構成される、実施形態２３に記載のＳＴＡ。
【０１５２】
　２５．　受信機は、第１のＡＰから、第１のヌルデータパケット（ＮＤＰ）フレームを
受信するようにさらに構成される、実施形態２１乃至２４のいずれか一項に記載のＳＴＡ
。
【０１５３】
　２６．　受信機は、第２のＡＰから、第２のＮＤＰフレームを受信するようにさらに構
成される、実施形態２５に記載のＳＴＡ。
【０１５４】
　２７．　受信機は、第２のＳＴＡから、第１のフィードバックパケットを受信するよう
にさらに構成される、実施形態２１乃至２６のいずれか一項に記載のＳＴＡ。
【０１５５】
　２８．　フィードバックパケットは、第２のＳＴＡと通信するためのセクタを示す、実
施形態２７に記載のＳＴＡ。
【０１５６】
　２９．　第２のフィードバックパケットを第１のＡＰに送信するように構成された送信
機をさらに備える、実施形態２１乃至２８のいずれか一項に記載のＳＴＡ。
【０１５７】
　３０．　第２のフィードバックパケットは、ＳＴＡと通信するためのセクタを示す、実
施形態２９に記載のＳＴＡ。
【０１５８】
　３１．　ＳＴＡと通信するためのセクタは、第２のＳＴＡと通信するためのセクタと互
換性がある、実施形態３０に記載のＳＴＡ。
【０１５９】
　３２．　受信機は、ＳＴＡと通信するための示されたセクタを介して、第１のＡＰから
データを受信するようにさらに構成される、実施形態２１乃至３１のいずれか一項に記載
のＳＴＡ。
【０１６０】
　３３．　受信機は、第１のＮＤＰフレームおよび第２のＮＤＰフレームを、第１のＮＤ
ＰＡフレームおよび第２のＮＤＰＡフレームからショートフレーム間隔（ＳＩＦＳ）期間
の後に受信するように構成される、実施形態２６乃至３２のいずれか一項に記載のＳＴＡ
。
【０１６１】
　３４．　第１のＮＤＰフレームおよび第２のＮＤＰフレームに基づいて送信セクタ化を
推定するように構成されたプロセッサをさらに備える、実施形態２６乃至３３のいずれか
一項に記載のＳＴＡ。
【０１６２】
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　３５．　第１のフィードバックパケットは、第２のＡＰからのセクタを示す、実施形態
２７乃至３４のいずれか一項に記載のＳＴＡ。
【０１６３】
　３６．　第２のフィードバックパケットは、望ましくないセクタを示す、実施形態２９
乃至３５のいずれか一項に記載のＳＴＡ。
【０１６４】
　３７．　第２のフィードバックパケットは、第１のＡＰのための変調および符号化方式
（ＭＣＳ）を示す、実施形態２９乃至３６のいずれか一項に記載のＳＴＡ。
【０１６５】
　３８．　第２のフィードバックパケットは、第１のＡＰに対する送信電力を示す、実施
形態２９乃至３７のいずれか一項に記載のＳＴＡ。
【０１６６】
　３９．　受信機は、第１のＡＰから、セクタ化確認信号を受信するようにさらに構成さ
れる、実施形態２１乃至３８のいずれか一項に記載のＳＴＡ。
【０１６７】
　４０．　協調的なセクタ化された送信のためのトレーニングおよびフィードバックを提
供する方法であって、
　プローブ要求を送信するステップを含む方法。
【０１６８】
　４１．　第１のアクセスポイント（ＡＰ）および第２のＡＰのそれぞれからプローブ応
答を受信するステップをさらに含む、実施形態４０に記載の方法
　４２．　受信されたプローブ応答のそれぞれは、複数ＡＰ関連付け機能および協調的セ
クタ化機能を示す、実施形態４１に記載の方法。
【０１６９】
　４３．　関連付け要求を送信するステップをさらに含む、実施形態４０乃至４２のいず
れか一項に記載の方法。
【０１７０】
　４４．　関連付け要求は、複数ＡＰ関連付け機能および協調的セクタ化機能を示す機能
フレームと共に集約される、実施形態４３に記載の方法。
【０１７１】
　４５．　第１のＡＰは１次ＡＰとして設定され、第２のＡＰは２次ＡＰとして設定され
る、実施形態４１乃至４４のいずれか一項に記載の方法。
【０１７２】
　４６．　ＳＴＡ用のデータは、配信システム（ＤＳ）を介して、または第１のＡＰと第
２のＡＰとの間の直接リンクを介して受信される、実施形態４０乃至４５のいずれか一項
に記載の方法。
【０１７３】
　本明細書に説明された解決策ではＩＥＥＥ８０２．１１固有のプロトコルを考慮してい
るが、本明細書に説明された解決策は、このシナリオに制約されず、他のワイヤレスシス
テムにも適用可能である。
【０１７４】
　この文献の解決策はアップリンク動作に関して説明されているが、方法および手順はダ
ウンリンク動作に適用されてもよい。
【０１７５】
　設計および手順の例で様々なフレーム間隔を示すためにＳＩＦＳが使用されているが、
ＲＩＦＳまたは他の合意された時間間隔などのすべての他のフレーム間隔が同じ解決策に
適用されてもよい。
【０１７６】
　特徴および要素が特定の組合せで上述されているが、当業者は、各特徴または要素が、
単独で、または任意の他の特徴および要素との組合せで使用され得ることを理解するであ
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ろう。加えて、本明細書に説明された実施形態は、コンピュータまたはプロセッサによる
実行のためにコンピュータ可読媒体に組み込まれたコンピュータプログラム、ソフトウェ
ア、またはファームウェアで実装され得る。コンピュータ可読媒体の例は、（有線または
ワイヤレス接続を介して送信される）電子信号、およびコンピュータ可読記憶媒体を含む
。コンピュータ可読記憶媒体の例は、以下に限定されないが、読み出し専用メモリ（ＲＯ
Ｍ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体メモリ
デバイス、磁気媒体（たとえば、内蔵ハードディスクまたは着脱可能ディスク）、光磁気
媒体、および、コンパクトディスク（ＣＤ）またはデジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）な
どの光媒体を含む。ソフトウェアに関連するプロセッサが、ＷＴＲＵ、ＵＥ、端末、基地
局、ＮｏｄｅＢ、ｅＮＢ、ＨＮＢ、ＨｅＮＢ、ＡＰ、ＲＮＣ、ワイヤレスルータ、または
任意のホストコンピュータで使用するための無線周波数トランシーバを実装するために使
用され得る。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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